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【
表
紙
】 

時
代
映
画 

四
郎
五
郎 

銘
刀
鍛
冶 

五
郎
正
宗 

【
表
紙
裏
】 

第
一
、
九
四
五
号 

銘
刀
鍛
冶
五
郎
正
宗 

五
卷 

三
、
八
七
六
呎 

十
四
年
五
月
八
日 

 

Ａ
一
、
三
二
〇
号 

五
卷 

一
〇
九
三
号[

メ
ー
ト
ル] 

十
五
年
五
月
廿
四
日 

十
八
年
五
月
廿
三
日 

 ≪

註≫
 

Ａ
一
三
二
〇
号
は
内
務
省
映
画
検
閲
番
号
。
通
検
年
月
日
は
一
九
二
六
年
五
月
四
日
（
五
月
二
四
日
は
間

違
い
）
。
検
閲
台
帳
（
検
閲
時
報
）
の
題
名
は
、
角
書
き
の
「
銘
刀
鍛
治
」
が
省
略
さ
れ
た
「
五
郎
正
宗
」
の
み
。 

長
さ
は
五
巻
一
〇
九
三
メ
ー
ト
ル
。
製
作
者
及
び
申
請
者
は
国
際
活
映
で
、
天
活
の
後
継
会
社
。
現
存
版

の
長
さ
は
八
〇
一
メ
ー
ト
ル
＋
一
九
二
メ
ー
ト
ル
で
九
九
三
メ
ー
ト
ル
、
一
九
二
六
年
時
点
の
長
さ
一
〇

九
三
メ
ー
ト
ル
と
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
違
い
で
、
時
間
は

1
5

f
p

s

で
換
算
す
れ
ば
一
〇
九
三
メ
ー
ト

ル
が
六
四
分
、
九
九
三
メ
ー
ト
ル
が
五
八
分
と
な
る
。 

【
前
付
】 

銘
刀
鍛
冶 

孝□

美
談 

五
郎
正
宗 

 

全
五
卷 

 
 

三
十
五
場 

[

印]

東
京
市
淺
草
區
馬
道
町
二
丁
目
拾
番
地 

 
 

テ
ラ
オ
フ
ヰ
ル
ム
商
會 

 
 

 

電
話 

淺
草 

四
八 

 

【
前
付
裏
】 

Ａ
一
、
三
二
〇
号 五

卷 

一
〇
九
三
号
米 

有
効
期
間 

十
五
年
五
月
四
日 

十
八
年
五
月
三
日 

五
郎
正
宗 
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【
１
丁
】 

銘
刀
鍛
冶 

孝
子
美
談 

五
郎
正
宗 

全
四
巻 

卅
五
場 

 

マ
ー
ク
と
場
割 

第
一 

 
 

郷
士
の
娘
鍛
冶
に
恋
す 

 
 

 
 

八
幡
社
額
堂 

〃
二 

 
 

行
光
お
秋
を
娶
る 

 
 

 
 

 
 

行
光
仕
事
場 

〃
三 

 
 

銘
刀
を
鍛
へ
ん
と
誓
ふ 

 
 

 
 

八
幡
宮
社
前 

〃
四 

 
 

舅
の
情
け
に
京
へ
出
立 

 
 

 
 

藤
沢
宿
外
れ 

〃
五 

 
 

行
光
御
番
鍛
冶
と
成
る 

 
 

 
 

九
條
殿
舘 

〃
六 

 
 

美
し
き
侍
女
の
介
抱 

 
 

 
 

 
仝
長
廊
下 

〃
七 

 
 

後
日
の
証
據
に
筺
の
短
刀 

 
 

 

三
條
橋
詰 

〃
八 

 
 

産
婦
が
臨
終
の
遺
言 

 
 

 
 

 

五
太
夫
住
家 

 
 

 
 

 
 

此
の
間
拾
ヶ
年
経
過 

 

【
１
丁
裏
】 

第
九 

 
 

孫
の
行
末
を
頼
む 

 
 

 
 

 
 

小
田
原
街
道 

〃
十 

 
 

桶
屋
の
腕
白
小
僧 

 
 

 
 

 
 

行
光
住
居
内
外 

二
場 

〃
十
一 

 

行
光
五
郎
を
弟
子
と
す 

 
 

 
 

桶
屋
見
世 

〃
十
二 

 

五
郎
親
子
の
名
乘
り 

 
 

 
 

 

行
光
住
居 

〃
十
三 

 

お
秋
嫉
妬
の
怨
言 

 
 

 
 

 
 

お
秋
居
間 

〃
十
四 

 

生
傷
の
絶
間
無
し 

 
 

 
 

 
 

仝 

台
所 

〃
十
五 

 

又
復
継
母
の
折
檻 

 
 

 
 

 
 

仝 

病
間 

〃
十
六 

 

孝
子
雪
中
に
水
行
す 

 
 

 
 

 

井
戸
端
と
台
所 

二
場 

〃
十
七 

 

お
秋
愈
々
五
郎
を
憎
む 

 
 

 
 

元
の
病
間 

〃
十
八 

 

孝
子
身
を
投
げ
ん
と
す 

 
 

 
 

由
井
が
浜
辺 

〃
十
九 

 

往
来
中
で
兄
弟
喧
嘩 

 
 

 
 

 

雪
の
下
町
端
れ 

〃
二
十 

 

舅
嫁
の
悪
心
に
怒
る 

 
 

 
 

 

国
光
住
居 

 

【
２
丁
】 

第
廿
一 

 

五
郎
母
に
急
を
告
る 

 
 

 
 

 

途
中
と
住
居 

二
場 

〃
廿
二 

 

孝
子
の
一
心
継
母
の
悔
悟 

 
 

 

八
幡
宮
石
段 

〃
廿
三 

 

楠
正
成
の
使
者 

 
 

 
 

 
 

 

行
光
住
居 

 
 

 
 

 
 

再
び
五
ヶ
年
経
過 

〃
廿
四 

 

五
郎
銘
刀
を
鍛
ひ
上
る 

 
 

 
 

井
戸
端
と
仕
事
場 

二
場 

〃
廿
五 

 

五
郎
楠
家
へ
伺
向
す
る 

 
 

 
 

楠
正
成
舘 

〃
廿
六 

 

三
尺
の
秋
水
銘
名
も
何
の
そ
の 

 

仝
舘
庭
前 

〃
廿
七 

 

庭
前
に
怪
し
き
女
性 

 
 

 
 

 

九
條
殿
舘 
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〃
廿
八 

 

銘
刀
の
威
徳
怪
鳥
を
退
治
す 

 
 

空
中
と
山
中 

二
場 

 
 

 
 

 
 

登
場
名 

一
、
五
郎
正
宗 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
藤
六
左
近
太
夫
行
光 

一
、
森
川
右
馬
之
丞 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
神
職
半
太
夫 

 

【
２
丁
裏
】 

一
、
堂
守
の
老
婆 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
娘
お
秋 

後
に 

行
光
の
妻 

一
、
行
光
弟
子
定
吉 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
仝 

留
造 

一
、
仝 

三
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
女
中
お
作 

一
、
関
白
九
條
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
柳
原
式
部
太
夫 

一
、
関
白
姫
君 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
一
、
侍
女 

楓 

一
、
楓
の
父
五
太
夫 

 
 

 
 

 
 

 
一
、
母 

渚 

一
、
行
光
一
子
新
太
郎 

 
 

 
 

 
 

一
、
怪
女 
実
は 

怪
鳥 

一
、
桶
屋
甚
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
医
者
竹
庵 

一
、
新
藤
吾
国
光 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
仝
女
房
お
り
つ 

一
、
楠
正
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
、
嫡
男 

正
行 

一
、
家
臣
江
見
野
良
三 

 
 

 
 

 
 

一
、
牛
飼
舎
人
四
人 

一
、
侍
女
大
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
侍
臣
大
勢 

 

【
３
丁
】 

一
、
仕
丁
大
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
、
町
人
大
勢 

 

時
は
後
醍
醐
天
皇
の
元
弘
、
建
武
、
延
元
、
年
間
の
出
来
事 

 

【
３
丁
裏
】 

タ
イ
ト
ル 

 

第
壱 

郷
士
の
娘
刀
鍛
冶
に
恋
す
（
八
幡
社
額
堂
） 

 
 

 
 

 
 

相
州
鎌
倉
八
幡
宮
額
堂
の
体
（
頼
朝
造
営
以
前
の
古
社
） 

 
 

 
 

 
 

爰
に
床
几
二
脚
程
並
べ
堂
守
の
老
婆
神
職
室
越
半
太
夫 

 
 

 
 

 
 

と
語
り
居
る
。 

 
 

 
 

 
 

折
柄
扇
ヶ
谷
の
郷
士
森
川
右
馬
之
丞
は
娘
お
秋
を
伴
ひ 

 
 

 
 

 
 

出
で
来
り
休
む
。
老
婆
茶
を
出
す
。 

半 
 

是
は
〳
〵
右
馬
之
丞
殿
御
息
女
御
同
道
に
て 

 
 

 

御
詣
り
で
御
座
る
か
な 

右 
 

オ
ヽ
御
神
職
半
太
夫
殿
で
厶
っ
た
か 

 
 

 

其
後
は
無
沙
汰
を
致
し
て
厶
る 

半 
 

そ
れ
は
お
互
で
厶
る
。
夫
れ
に
就
て
も
何
時
も
乍
ら 

 
 

 

お
秋
殿
の
お
美
し
さ
、
嘸
か
し
諸
方
か
ら
御
縁
談 

 

【
４
丁
】 

 
 

 

も
厶
ろ
う
な 
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右 
 

否
々
何
と
申
す
も
御
覧
の
通
り
不
束
者 

 
 

 

未
だ
良
縁
も
厶
ら
ぬ
が
お
心
当
り
も
厶
ら
ば 

 
 

 
是
非
御
世
話
が
願
ひ
度
い
。 

秋 
 

ア
レ
若
し
父
上
様
往
来
中
で
其
様
な
事
を
…
…
。 

右 
 

否
、
ハ
ハ
ハ
…
…
宜
い
わ
サ
何
う
で
一
度
は
持
た
ね
ば
な 

 
 

 

ら
ぬ
良
人
じ
や
わ
、 

 
 

 

喃
半
太
夫
殿 

半 
 

左
様
で
厶
る
と
も
、
手
前
も
精
々
心
掛
け
良
い
聟
君
を 

 
 

 

お
世
話
致
す
で
厶
ろ
う
。 

 
 

 

イ
ヤ
思
は
ぬ
長
話
を
致
し
た 

 
 

 

お
帰
り
に
は
手
前
方
に
て
御
休
息
下
さ
れ
。 

 

【
４
丁
裏
】 

右 
 

忝
ふ
存
ず
る 

 
 

 
 

是
に
て
半
太
夫
は
一
礼
し
て
退
場 

 
 

 
 

其
の
時
雪
の
下
の
住
人
刀
鍛
冶
藤
六
行
光
朴
鞘
の
短 

 
 

 
 

刀
を
包
み
し
風
呂
敷
包
を
持
ち
出
で
来
り 

行 
 

夫
れ
に
お
居
で
成
さ
る
は
森
川
様
で
厶
り
ま
し
た
な 

右 
 

オ
ヽ
行
光
殿
か
是
へ
〳
〵
。 

 
 

 

シ
テ
お
手
前
も
御
参
詣
か
な 

行 
 

は
い
、
実
は
兼
ね
て
御
誂
へ
の
短
刀
が
鍛
へ
上
り
ま
し
た
故 

 
 

 

只
今
御
宅
様
へ
持
参
致
し
ま
し
た
処
当
方
へ
御
参
詣 

 
 

 

と
承
り
お
跡
を
追
ふ
て
参
り
ま
し
て
厶
り
ま
す
る 

右 
 

夫
れ
は
〳
〵
御
苦
労
で
厶
っ
た
。
デ
ハ
早
速
拝
見
致
う
か
な 

 
 

 

ウ
ム
適
れ
業
物
、
イ
ヤ
忝
け
無
い
〳
〵 

 

【
５
丁
】 

 
 

 

何
と
娘
見
事
な
も
の
で
あ
ら
う
が
な 

秋 
 

ホ
ン
に
ま
あ
立
派
な
好
い
お
刀
で
厶
舛
な
ァ 

 
 

 

そ
ん
な
ら
貴
方
様
が
…
…
。 

 
 

 
 

お
秋
恥
か
し
き
コ
ナ
シ 

右 
 

そ
し
て
何
時
も
私
が
噂
を
す
る
藤
六
行
光
殿
と
云
ふ
て 

 
 

 

雪
の
下
の
刀
鍛
冶
じ
や
。
御
挨
拶
を
せ
い
。 

 
 

 

行
光
殿
是
が
手
前
の
娘
で
厶
る
。 

行 
 

是
れ
は
〳
〵
、
初
め
て
お
目
に
掛
り
ま
す
る 

 
 

 

毎
度
御
ヒ
イ
キ
に
預
り
舛
て
有
難
ふ
存
舛
る 

秋 
 

私
が
秋
と
申
す
不
束
者
何
分
宜
し
ゆ
お
願
ひ
申
舛 

右 
 

時
に
行
光
殿
色
々
御
礼
も
致
し
度
い
が
、
手
前
の 

 
 

 

宅
迠
御
越
し
下
さ
れ
ぬ
か
。 
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【
５
丁
裏
】 

行 
 

は
い
有
難
ふ
は
存
じ
舛
る
が
今
日
は
ち
と
急
ぎ
の
仕 

 
 

 
事
を
掴
へ
て
居
り
舛
れ
ば
明
日
に
も
又
改
め
て
お
伺
を 

致
し
舛
る
。 

右 
 

左
様
な
ら
然
ら
ば
明
日
は
是
非
お
出
下
さ
れ
。 

秋 
 

屹
度
お
待
ち
申
し
て
居
り
舛
る
。 

行 
 

ハ
イ
、
必
ず
御
伺
ひ
致
し
ま
す
る
、
デ
ハ
失
礼
乍
ら
是 

 
 

 

で
お
別
れ
申
舛
る 

 
 

 
 

と
行
光
立
去
る
、
お
秋
恋
慕
の
体
に
て
見
送
る
。 

右 
 

茶
代
は
是
へ
置
く
ぞ
よ 

 
 

 

デ
ハ
娘
そ
ろ
〳
〵
参
ら
う
か
な
、
是
娘
、
是
サ
娘
… 

 
 

 

お
秋
ツ 

 
 

 
 

と
肩
を
打
つ
お
秋
恥
か
し
き
コ
ナ
シ
に
て
顔
を
隠
す
。 

 

【
６
丁
】 

右 
 

ハ
テ
何
を
見
て
居
る
の
じ
や
、
ハ
ッ
ハ
ッ
…
… 

 

タ
イ
ト
ル 

第
弐 

行
光
お
秋
を
娶
る
（
行
光
仕
事
場
） 

 
 

 
 

 

雪
の
下
の
刀
鍛
冶
行
光
住
居
仕
事
場
の
体 

 
 

 
 

 

行
光
は
弟
子
の
定
吉
を
向
ふ
槌
に
廻
し
刀
を
鍛 

 
 

 
 

 

つ
て
居
る
。
其
の
時
神
職
半
太
夫
急
ぎ
来
り 

半 
 

オ
ヽ
行
光
殿
内
に
か
。
イ
ヤ
目
出
度
い
ぞ
〳
〵
。 

行 
 

是
は
ど
な
た
か
と
思
ひ
ま
し
た
ら
半
太
夫
様
、
目
出 

度
と
は
お
祭
り
で
も
出
来
ま
す
か
な 

半 
 

イ
ヤ
モ
ウ
祭
り
処
の
騒
ぎ
で
は
無
い
、
モ
ッ
ト
目
出 

度
い
あ
な
た
の
身
の
上
。
日
本
一
の
果
報
者
じ
や
。 

好
い
花
嫁
が
出
来
た
ぞ
よ
。 

 

【
６
丁
裏
】 

行 
 

ハ
ー
ア
花
嫁
と
は
そ
り
や
誰
方
で
厶
る
な 

半 
 

是
れ
行
光
殿
落
ち
着
い
て
居
る
処
じ
や
無
い
相 

手
は
名
に
負
ふ
扇
ヶ
谷
で
一
万
石
の
田
地
持
。
そ
の 

一
人
娘
が
貴
方
を
見
か
け
て
ス
ッ
カ
リ
惚
れ
込
み
、
夫
れ 

か
ら
コ
ッ
チ
は
ブ
ラ
〳
〵
病
ひ
。
恋
わ
ず
ら
ひ
迠 

さ
せ
る
と
は
罪
じ
や
ぞ
よ
〳
〵
。 

行 
 

何
を
下
ら
ぬ
事
を
、
今
日
は
仕
事
が
忙
し
い
。 

 
 

 

冗
談
な
ら
、
お
い
て
下
さ
れ
。 

半 
 

其
の
身
の
出
世
と
云
ふ
も
の
じ
や
。
よ
も
や
不
承
知
は 

 
 

 

あ
る
ま
い
が
な
。 

行 
 

い
ゝ
や
不
承
知
ぢ
や
、
其
那
縁
談
な
ら
何
う
ぞ
断 
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つ
て
下
さ
れ
。 

 
【
７
丁
】 

半 
 

エ
ヽ
此
の
良
縁
を
断
れ
と
は 

行 
 

身
不
肖
な
れ
共
藤
六
行
光
禁
庭
様
の
御
枕
刀
を
も 

 
 

 

鍛
へ
る
大
事
な
望
あ
る
者
他
の
家
へ
養
子
に
行
く
身 

 
 

 

じ
や
厶
ら
ぬ
、
ト
ッ
ト
茲
を
帰
ら
っ
し
ゃ
い
。
是
れ
定
吉
、 

 
 

 

半
太
夫
殿
を
門
口
迠
送
り
出
せ
。 

定 
 

ハ
イ
。
コ
ウ
〳
〵
神
主
さ
ん
、
お
帰
な
さ
い
。 

 
 

 
 

此
の
時
右
馬
之
助[

丞]
お
秋
を
連
れ
来
る
。 

右 
 

ア
イ
ヤ
、
い
づ
れ
も
方
、
御
待
ち
下
さ
れ
。 

行 
 

オ
ヽ
貴
方
は
森
川
様 

右 
 

貴
殿
を
養
子
に
と
思
ひ
し
は
拙
者
一
生
の
誤
り
で
厶 

 
 

 

る
。
定
め
し
御
気
に
召
す
ま
い
が
改
め
て
お
秋
を
お 

送
り
申
す
で
厶
ら
う
。
御
受
け
取
り
下
さ
れ 

 

【
７
丁
裏
】 

行 
 

有
難
ふ
存
じ
ま
す
が
此
の
義
は
平
に
御
断
り
申
す 

秋 
 

最
う
此
の
上
は
（
自
殺
せ
ん
と
す
） 

行 
 

あ
ゝ
是
れ
、
早
ま
っ
た
事
を
（
其
手
を
留
る
） 

半 
 

ム
ヽ
、
幸
ひ
此
の
金
槌
で
頭
を
砕
い
て
死
ん
で
見
せ
る
わ 

定 
 

コ
ウ
〳
〵
飛
ん
で
も
無
い
、
そ
ん
な
真
似
を
し
や
ァ
い
け
ね
へ 

秋 
 

何
う
ぞ
放
し
て
、
殺
し
て
下
さ
り
ま
せ 

行 
 

否
々
、
滅
多
に
爰
は
放
し
ま
せ
ぬ
ぞ 

秋 
 

ソ
ン
ナ
ラ
、
私
の
願
を
ば 

行 
 

そ
れ
じ
や
と
云
ふ
て
、
其
儀
ば
か
り
は 

一
同 

サ
ァ
〳
〵
〳
〵 

右 
 

是
非
共
得
心
下
さ
れ
よ 

定 
 

親
方
此
奴
ァ
、
一
番
考
へ
者
だ
ぜ
。 

 

【
８
丁
】 

行 
 

ウ
ム
、
見
る
影
も
無
い
行
光
を
ば
夫
れ
程
迠
の
思
召
、 

 
 

 

如
何
に
も
女
房
に
お
貰
ひ
申
さ
う
。 

秋 
 

エ
ヽ
ス
リ
ヤ
お
叶
へ
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
す
る
か 

右 
 

何
ん
に
も
云
は
ぬ
、
忝
け
な
い
。 

 
 

 
 

第
三 

銘
刀
を
鍛
へ
ん
と
誓
ふ
（
八
幡
宮
社
前
） 

 
 

 
 

爰
へ
行
光
、
お
秋
（
女
房
の
拵
へ
）
一
子
新
太
郎
（ 

 
 

 
 

当
才
）
乳
母
に
抱
か
せ
参
詣
の
態
に
て
出
で
来
る
。 

行 
 

お
秋
や
坊
は
大
層
お
と
な
し
い
様
だ
の 

秋 
 

は
い
、
好
い
心
持
で
ス
ヤ
〳
〵
と
寝
て
居
り
舛
る
わ
い
ナ
ァ 
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行 
 

オ
ヽ
然
う
か
、
何
に
も
せ
よ
、
お
参
り
を
す
る
と
し
よ
う
。 

 
 

 
 

ト
三
人
社
前
へ
参
り
合
掌
な
し 

行 
 

南
無
八
幡
大
菩
薩
、
一
生
に
一
度
行
光
が
御
番
鍛 

 

【
８
丁
裏
】 

 
 

 

冶
に
成
れ
ま
す
様
御
利
益
御
授
け
下
さ
り
ま
せ
。 

秋 
 

又
二
つ
に
は
、
我
子
新
太
郎
が
身
の
行
末
お
守
り
下
さ
い
ま
せ 

 
 

 

南
無
八
幡
様
〳
〵
。 

 
 

 
 

ト
両
人
礼
拝
な
し
行
か
ん
と
す
る
此
の
時
社
の
蔭
よ
り 

 
 

 
 

右
馬
之
丞
出
で
来
た
り
。 

右 
 

オ
ヽ
聟
殿
、
お
秋
今
日
は
孫
め
が
宮
詣
り
じ
や
の
ー 

行 
 

是
れ
は
〳
〵
舅
殿
貴
方
様
も
御
参
詣
で
厶
り
ま
し 

 
 

 

た
か
。 

秋 
 

父
さ
ん
宜
い
所
で
御
目
に
か
ゝ
り
ま
し
た
な
ァ 

右 
 

ド
レ
〳
〵
孫
め
を
一
寸
見
せ
て
下
さ
れ
、
オ
ヽ
僅
か
見
ぬ 

 
 

 

間
に
可
愛
う
な
り
居
っ
た
。
時
に
行
光
殿
今 

 
 

 

是
れ
に
て
承
り
居
れ
ば
一
生
一
度
の
御
番
鍛
冶
に
成
り 

 

【
９
丁
】 

 
 

 

度
い
と
の
願
ひ
就
て
は
此
度
京
都
関
白
九
條
殿 

 
 

 

の
御
触
れ
出
し
で
日
本
国
中
の
刀
鍛
冶
に
申
つ
け 

 
 

 

恐
れ
多
く
も
一
天
万
乘
の
大
君
の
御
守
刀
を
折
た
す
と 

 
 

 

の
事
何
と
其
方
都
へ
上
る
心
は
無
い
か 

行 
 

は
い
御
詞
迠
も
厶
り
ま
せ
ぬ
、
是
非
納
め
度
い
と
は
存 

 
 

 

舛
れ
ど
何
を
申
す
も
多
勢
の
刀
鍛
冶
、
殊
に
京
都
へ 

 
 

 

上
り
舛
に
は
夫
れ
〳
〵
の
手
続
き
莫
大
の
費
用
、
私 

 
 

 

如
き
未
熟
者
に
は
及
ば
ぬ
事
か
と
あ
き
ら
め
て 

 
 

 

居
り
舛
る
。 

右 
 

其
の
気
遣
は
無
用
に
致
せ
、
手
続
万
端
費
用
の 

 
 

 

処
は
此
の
右
馬
之
丞
が
肝
入
り
致
す
ぞ 

行 
 

エ
ヽ
ス
リ
ヤ
貴
方
が
何
か
の
事
を
？ 

 

【
９
丁
裏
】 

右 
 

サ
ヽ
其
の
代
り
に
は
天
晴
れ
名
刀
見
事
仕 

上
げ
て
見
せ
て
下
さ
れ 

行 
 

及
ば
ず
乍
ら
も
一
心
込
め
て
鍛
へ
上
げ
る
で
厶
り
ま
せ
う 

右 
 

オ
ヽ
そ
れ
承
っ
て
安
堵
致
し
た
、
何
か
の
事
は
帰 

 
 

 

宅
の
上
ゆ
る
〳
〵
相
談
致
す
と
致
さ
う
。 

行 
 

有
難
ふ
存
じ
舛
る
。 

右 
 

オ
ヽ
孫
よ
泣
く
な
〳
〵
、
父
の
出
世
を
待
つ
の
が
好
い
ぞ 
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第
四 

舅
の
情
に
京
へ
出
立
（
藤
沢
宿
外
れ
） 

 
 

 
 

爰
へ
行
光
弟
子
二
人
に
刀
を
入
れ
た
る
小 

さ
き
唐
櫃
（
注
連
を
張
り
御
用
の
机
を
附
す
） 

跡
よ
り
右
馬
之
丞
、
お
秋
赤
児
を
抱
き
定 

吉
送
り
来
る
。 

 

【
１
０
丁
】 

行 
 

舅
殿
に
は
御
見
送
り
の
程
恐
入
っ
て
厶
り
ま
す
る
。 

 
 

 

斯
く
京
都
へ
上
れ
ま
す
る
も
皆
貴
方
様
の
御
厚 

 
 

 

恩
決
し
て
忘
れ
は
致
し
ま
せ
ぬ
。 

右 
 

何
ん
の
〳
〵
其
礼
に
は
及
ば
ぬ
事
一
日
も
早
く
御 

 
 

 

番
鍛
冶
に
成
っ
て
呉
れ
る
が
私
の
望
み
で
厶
る 

 
 

 

で
は
急
で
参
る
が
よ
い
ぞ
。 

行 
 

左
様
な
れ
ば
是
れ
に
て
お
別
れ
致
し
ま
す
る
。 

秋 
 

若
し
行
光
殿
随
分
途
中
気
を
附
け
て
目
出 

度
お
帰
り
を
待
ち
舛
る 

行 
 

オ
ヽ
お
秋
そ
な
た
も
留
守
中
を
大
切
に
坊
の 

 
 

 

面
倒
を
頼
む
ぞ
よ
。 

定 
 

そ
れ
ぢ
や 

親
方
、
確
か
り
や
っ
て
お
く
ん
な
さ
れ
ま
せ 

 

【
１
０
丁
裏
】 

行 
 

オ
ヽ
貴
様
も
留
守
を
頼
ん
だ
ぞ
、
左
様
な
れ 

 
 

 

ば
舅
御
様 

右 
 

オ
ヽ
首
尾
様
う
帰
国
を
待
ち
居
る
ぞ 

 
 

 
 

第
五 

行
光
御
番
鍛
冶
と
成
る
。（
九
條
殿
舘
） 

 
 

 
 

京
都
九
條
殿
上
段
に
関
白
、
三
寶
に
乘
せ 

 
 

 
 

ら
れ
た
る
刀
箱
を
前
に
一
刀
を
検
分
な
し
居 

 
 

 
 

る
平
舞
台
に
柳
原
式
部
太
夫
下
手
に
藤 

 
 

 
 

六
行
光
平
伏
な
し
其
他
侍
臣
大
勢
並
び 

 
 

 
 

居
る
。
関
白
は
一
刀
を
鞘
に
押
し
頂
ひ
て 

関 
 

ウ
ム
、
天
晴
れ
な
る
業
物
哉
、
是
り
や
相
州
雪
の
下 

 
 

 

の
住
人
行
光
と
や
ら
面
を
上
げ
よ 

行 
 

ハ
ハ
ァ
…
…
。 

 

【
１
１
丁
】 

 
 

 
 

ト
行
光
恐
る
〳
〵
面
を
上
げ
る
。 

関 
 

此
度
諸
国
の
刀
剣
を
持
参
な
し
た
る
劔
の
内
其
の 

 
 

 

方
が
鍛
へ
し
一
刀
恐
ら
く
並
ぶ
者
な
し
。
從
っ
て
是 

 
 

 

な
る
御
劔
を
恐
れ
多
く
も
大
君
の
御
守
り
刀
に
奉 

 
 

 

り
今
日
改
め
て
其
方
を
左
近
太
夫
に
仕
官
な
し
当 
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年
御
番
鍛
冶
を
申
し
付
く
る
ぞ
。 

式 
 

ハ
ハ
ァ
…
… 

 
 

 
 

ト
墨
附
を
受
取
り 

式 
 

是
り
や
藤
六
勿
体
無
く
も
関
白
殿
下
の
御
朱 

 
 

 

印
有
難
く
お
受
け
致
せ
よ
。
近
う
。 

行 
 

ハ
ハ
ァ
。
身
に
余
り
た
る
御
錠
、
有
難
く
お
受 

 
 

 

け
致
す
で
厶
り
舛
る
。 

 

【
１
１
丁
裏
】 

関 
 

此
の
上
は
式
部
太
夫
、
彼
に
酒
肴
を
取
ら
せ
今
宵 

 
 

 

は
一
泊
許
し
遣
は
せ
。
行
光
大
儀
で
あ
っ
た
の
う 

 
 

 
 

ト
是
れ
に
て
関
白
先
に
侍
臣
附
添
ひ
奥
殿 

 
 

 
 

へ
入
る
。 

式 
 

是
り
や
藤
六
上
々
の
御
前
の
首
尾
嘸
満
足
で
あ
ら
う 

の
う
。 

行 
 

ハ
ハ
ツ
。
是
も
偏
に
貴
方
様
の
御
引
廻
し
厚
く 

 
 

 

御
礼
を
申
上
げ
舛
る
。 

式 
 

是
り
や
、
誰
そ
あ
る
お
申
附
け
た
る
酒
肴
持
参 

 
 

 

致
せ
よ
。 

婆 
 

ハ
ハ
ァ
…
… 

 
 

 
 

ト
次
の
間
よ
り
侍
女
大
勢
三
寶
に
乘
せ
た 

 

【
１
２
丁
】 

 
 

 
 

る
土
器
及
肴
等
持
ち
出
で
行
光
の
前
に
並 

 
 

 
 

べ
ズ
ッ
ト
後
よ
り
侍
女
楓
長
柄
の
銚
子
を
持
て 

 
 

 
 

立
出
る
。 

楓 
 

ハ
ァ
…
左
様
な
れ
ば
失
礼
乍
ら 

 
 

 
 

ト
楓
立
寄
り
酌
を
為
さ
ん
と
し
て
行
光
と
顔 

 
 

 
 

を
見
合
せ
両
人
は
っ
と
恥
し
き
こ
な
し
。 

 
 

 
 

楓
は
な
み
〳
〵
と
酌
を
な
す
行
光
気
を
替
へ 

 
 

 
 

盃
を
頂
き 

行 
 

有
難
ふ
頂
戴
致
す
で
厶
り
ま
せ
う
。 

式 
 

オ
ヽ
今
宵
は
夜
を
共
に
過
す
が
宜
い
ぞ 

 
 

 
 

第
六 

美
し
き
侍
女
の
介
抱
（
仝
館
長
廊
下
） 

 
 

 
 

爰
に
行
光
酒
に
醉
ひ
蹌
踉
と
し
て
来
り
。 

 

【
１
２
丁
裏
】 

行 
 

心
嬉
し
く
過
し
た
せ
い
か 

コ
リ
ヤ
大
分
酩
酊
致
し
た 

 
 

 

風
に
吹
か
れ
て
醒
す
と
仕
や
う
か
。 

 
 

 

ヲ
ヽ 

コ
リ
ヤ
一
時
に
醉
を
発
し
て
、
ア
ツ
痛
ツ
、
ム
ウ 
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ト
行
光
癪
が
起
り
し
体
に
て
廊
下
に
倒
れ
る
。 

 
 

 
 

此
の
時
侍
女
楓
雪
洞
を
持
ち
来
り 

楓 
 

オ
ヽ
貴
男
様
は
最
前
の
御
方
様
大
層
御
苦
し 

 
 

 
み
の
様
子
、
お
気
を
慥
か
に
お
持
ち
な
さ
り
ま
せ 

 
 

 

モ
シ
何
う
ぞ
な
さ
れ
ま
し
た
か
ナ
ァ 

 
 

 
 

ト
介
抱
す
る
。
行
光
心
づ
き 

行 
 

オ
ヽ
最
前
の
お
女
中
か
…
…
呑
め
ぬ
御
酒
を 

 
 

 

嬉
し
さ
の
余
り
一
杯
二
杯
と
過
せ
し
せ
い
か
俄
に 

 
 

 

起
る
持
病
の
癪
。
ア
ッ
痛
ツ
、
ウ
ム 

 

【
１
３
丁
】 

楓 
 

そ
れ
は
ま
あ
嘸
お
困
り
で
厶
り
ま
せ
う 
オ
ヽ
幸 

 
 

 

ひ
持
参
の
薬
、
是
れ
な
と
召
っ
て
暫
ら
く
お
気 

 
 

 

を
お
鎮
め
な
さ
れ
ま
せ 

 
 

 
 

ト
楓
は
急
ぎ
薬
を
出
し
水
を
飲
ま
せ
背
を 

 
 

 
 

さ
す
り
介
抱
す
る
、
之
に
て
行
光
の
癪
お
さ
ま
り 

行 
 

忝
け
な
い
御
介
抱
お
陰
様
に
て
激
し
い
さ
し
込 

 
 

 

み
も
を
さ
ま
り
ま
し
て
厶
り
舛
る
。
お
礼
は
言
葉 

 
 

 

に
て
尽
さ
れ
ま
せ
ぬ 

楓 
 

勿
体
無
い
其
の
御
言
葉
、
そ
れ
で
私
の
念 

 
 

 

も
届
き
、
…
…
イ
ヱ
何
を
云
ふ
も
此
所
は
お
廊 

 
 

 

下
身
体
が
冷
へ
ま
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
少
し
も 

 
 

 

早
う
御
寝
間
に
て
御
休
息
な
さ
れ
ま
せ
。 

 

【
１
３
丁
裏
】 

行 
 

何
か
ら
何
ま
で
御
親
切
に
有
難
ふ
存
じ
ま
す
何 

 
 

 

分
宜
し
く
御
願
ひ
致
し
ま
す
る
。 

楓 
 

左
様
な
れ
ば
妾
が
御
案
内
致
し
ま
せ
う
。 

 
 

 
 

ト
立
上
り
行
か
ん
と
し
て
ヨ
ロ
〳
〵
と
な
る
。 

楓 
 

ア
ヽ
モ
シ 

お
危
ぶ
の
ふ
（
ト
手
ヲ
取
ル
思
ヒ
入
レ
） 

 
 

 

厶
り
ま
す
る
ぞ
へ 

 
 

 
 

第
七 

後
日
の
証
據
に
筺
の
短
刀
（
三
條
橋
詰
） 

 
 

 
 

爰
へ
一
疋
の
黒
牛
綱
を
放
れ
て
狂
ひ
来
り
走 

 
 

 
 

去
る
。
牛
飼
四
人
追
か
け
来
り
。 

舎
人 

ア
ツ
〳
〵
牛
は
向
へ
逃
げ
た
ぞ
、
必
ず
共
に
怪
我
す
ま
い 

 
 

 
 

ト
四
人
ワ
ヤ
〳
〵
云
ひ
乍
ら
牛
を
追
ひ
か
け
来
る
。 

 

【
１
４
丁
】 

 
 

 
 

此
時
行
光
出
で
来
る
跡
よ
り
楓
被
衣
を
冠
り 

 
 

 
 

追
ふ
て
来
り
其
袂
を
掴
へ 
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楓 
 

ア
ヽ
モ
シ
暫
く
お
待
ち
下
さ
り
ま
せ 

行 
 

シ
テ
オ
手
前
は
何
人
で
厶
り
舛
る
な 

楓 
 

ハ
イ
妾
で
厶
り
ま
す
る 

 
 

 
 

ト
被
衣
を
脱
ぐ
、
行
光
び
っ
く
り 

行 
 

ア
ヽ
昨
夜
計
ら
ず
舘
に
て 

楓 
 

ハ
イ
厚
い
お
情
け
受
け
ま
し
た
。
其
の
嬉
し 

 
 

 

さ
の
忘
れ
兼
ね
お
跡
を
慕
ふ
て
参
り
ま
し
た 

 
 

 

御
帰
国
遊
ば
す
な
ら
ど
う
ぞ
妾
も
共
々
お
連 

 
 

 

れ
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ 

行 
 

是
は
し
た
り
、
其
う
云
は
る
ゝ
は
御
も
っ
と
も
な
れ
共
お 

 

【
１
４
丁
裏
】 

 
 

 

身
は
大
事
な
御
奉
公
、
又
私
と
て
も
御
番
鍛
冶 

 
 

 

に
仕
官
受
け
て
一
度
は
国
元
へ
帰
ら
に
や
な
ら 

 
 

 

ぬ
身
の
上
、
又
来
春
は
改
め
て
当
地
へ
上
っ
て
来
る 

 
 

 

程
に
夫
れ
迠
待
っ
て
居
て
下
さ
れ
。 

楓 
 

イ
ヱ
〳
〵
其
様
な
事
仰
有
っ
て
御
見
捨
な
さ 

 
 

 

る
お
心
か
、
御
恨
め
し
ゆ
厶
り
舛
る
。 

行 
 

ハ
テ
聞
訳
無
い
。
何
で
其
様
な
事
が
有
る 

 
 

 

の
か 

そ
な
た
の
疑
ひ
晴
ら
す
為
め
私
が
手
づ
か 

 
 

 

ら
鍛
へ
の
此
の
短
刀
、
又
逢
ふ
迠
の
筺
と
し
て 

 
 

 

そ
な
た
に
渡
し
て
置
き
舛
ぞ
よ
。 

楓 
 

そ
ん
な
ら
之
れ
を
（
ト
短
刀
ヲ
受
取
リ
）
そ
う
云
ふ 

 
 

 

事
な
ら
諦
ら
め
て
お
便
り
を
待
ち
舛
る
程
に
必 

 

【
１
５
丁
】 

 
 

 

ず
見
捨
て
ゝ
下
さ
ん
す
な 

行 
 

人
目
に
つ
か
は
ば
互
の
身
の
上 

早
去
ら
ば 

 
 

 
 

ト
行
か
ん
と
す
る
を
縋
り
留
め 

楓 
 

ア
ヽ
モ
シ 

せ
め
て
御
訣
れ
に
お
所
と
お
名
を
お 

 
 

 

聞
か
せ
下
さ
り
ま
せ
。 

行 
 

オ
ヽ
私
が
住
居
は
東
国
に
て 

 
 

 
 

と
云
ひ
掛
け
る
と
後
か
ら
（
牛
が
放
れ
た
危 

 
 

 
 

い
ぞ
〳
〵
）
と
叫
び
乍
ら
町
人
大
勢
逃
げ
来 

 
 

 
 

る
之
れ
に
驚
き
行
光
は
楓
を
傍
ら
の
柳
の 

 
 

 
 

木
蔭
へ
忍
ば
す
処
へ
以
前
の
暴
れ
狂
ひ 

 
 

 
 

出
て
来
る
を
行
光
牛
の
前
に
大
手
を
拡
げ
て 

 
 

 
 

立
塞
が
る
。
牛
は
猛
然
と
行
光
を
角
に
か
け 

 

【
１
５
丁
裏
】 
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ん
と
す
る
。
行
光
は
左
右
に
身
を
か
わ
し
牛
と 

 
 

 
 

爭
ひ
ト
ヾ
両
角
に
諸
手
を
か
け
グ
ッ
ト
押
へ 

 
 

 
 

止
る
。
此
時
以
前
の
牛
飼
舎
人
四
人
走
り
出 

 
 

 
 

で
来
る
夫
れ
と
見
て 

舎 
 

ア
レ
〳
〵
嬉
し
や
、
よ
う
牛
を
留
め
て
下
さ
れ
た 

 
 

 

皆
の
者
御
礼
を
云
へ
〳
〵
。 

 
 

 
 

ト
四
人
厚
く
礼
を
述
べ
る
。
楓
柳
の
蔭 

よ
り
出
ん
と
す
る
を
行
光
眺
め
て 

行 
 

ア
ヽ
コ
レ
危
い
。
必
ず
爰
へ
出
る
ま
い
ぞ
よ
〳
〵 

 
 

 
 

此
時
牛
角
再
び
暴
れ
ん
と
す
る
を
シ
ッ
カ
と
押
へ 

行 
 

ハ
テ
後
日
の
便
り
を
（
と
牛
を
捻
ぢ
伏
せ
） 

 
 

待
た
っ
し
や
れ 

 

【
１
６
丁
】 

 
 

 
 

舎
人
は
牛
を
押
へ
る 

楓
木
蔭
に
泣
き
伏
す 

 
 

 
 

第
八 

産
婦
が
臨
終
の
遺
言
（
五
太
夫
住
居
） 

 
 

 
 

京
都
嵐
山
の
麓
木
樵
五
太
夫
住
居
、
娘
の 

 
 

 
 

楓
は
産
後
の
病
褥
に
寝
て
居
る
。
父
親
五
太 

 
 

 
 

夫
は
薬
を
煎
じ
居
る
。
母
親
渚
は
産
子
の 

 
 

 
 

五
郎
を
抱
き
、
寝
か
し
付
け
て
居
る
。 

 
 

 
 

や
が
て
五
太
夫
薬
茶
碗
を
持
ち
枕
辺
に
寄 

 
 

 
 

る
屏
風
を
取
り
退
け 

五 
 

オ
ヽ
娘
よ
何
う
や
ら
目
が
覚
め
て
居
る
様
な 

 
 

 

薬
で
も
呑
ん
で
は
何
う
じ
や
な 

楓 
 

ハ
イ
…
…
お
戴
き
申
し
舛
る
。 

五 
 

オ
ヽ
そ
う
か
そ
ん
な
ら
私
が
起
し
て
や
り
ま
せ
う 

 
 

 
 

 

【
１
６
丁
裏
】 

 
 

 
 

ト
抱
き
起
し
薬
を
呑
ま
す
。
楓
は
勿
体
無
さ 

 
 

 
 

さ
う
に
咳
き
入
る
。 

五 
 

コ
レ
娘 

急
が
ず
に
悠
く
り
呑
む
が
よ
い
ぞ
よ 

楓 
 

は
い
有
り
難
う
厶
り
舛
る
。
そ
う
し
て
坊
は
何
れ 

 
 

 

に
居
り
ま
す
る
。 

渚 
 

孫
め
は
私
の
ふ
と
こ
ろ
に
ス
ヤ
〳
〵
眠
っ
て
居
る
様 

 
 

 

子
必
ず
心
配
せ
ぬ
が
よ
い
ぞ
や 

楓 
 

父
さ
ん
母
さ
ん
永
ら
く
の
御
介
抱
御
苦
労
か
け
て 

 
 

 

済
み
ま
せ
ぬ 

五 
 

ハ
テ
何
を
云
ふ
ぞ
い
親
子
の
中
に
遠
慮
は
い
ら 

 
 

 

ぬ
一
日
も
早
う
よ
う
な
っ
て
親
に
安
心
さ
せ
て
呉
れ
よ 

楓 
 

勿
体
無
い
其
の
御
詞
、
な
ほ
り
た
い
は
山
々
な
れ
共
何 
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【
１
７
丁
】 

 
 

 
を
云
ふ
に
も
此
の
重
病
、
夫
れ
に
つ
け
て
も
お
二
人 

 
 

 
様
へ
今
迠
御
包
み
申
し
ま
し
た
が
何
を
か
く
さ
う 

 
 

 

其
子
の
親
は
東
国
辺
の
刀
鍛
冶
い
つ
ぞ
や
御
殿
の 

 
 

 

御
給
仕
に
思
ひ
染
め
た
が
身
の
因
果
。
皆
此
の
身 

 
 

 

の
い
た
ず
ら
か
ら
…
… 

 
 

 

御
奉
公
も
成
り
兼
ね
、
お
年
寄
ら
れ
た
御
二 

 
 

 

人
様
に
我
が
子
の
御
世
話
此
の
身
の
介
抱
、
空
恐 

ろ
し
の
不
幸
の
罪
、
お
許
し
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ 

五 
 

オ
ヽ
娘
よ
う
折
明
け
て
云
ふ
て
呉
れ
た
し
て
其
の
御 

 
 

 

方
の
お
名
前
は 

楓 
 

サ
ア
ふ
と
し
た
事
か
ら
お
名
前
も
聞
く
隙
さ
へ
も 

 
 

 

泣
く
〳
〵
に
又
逢
ふ
ま
で
の
印
ぞ
と
筺
に
残 

 

【
１
７
丁
裏
】 

 
 

 

る
此
の
た
ん
刀 

 
 

 
 

ト
床
の
下
よ
り
以
前
の
短
刀
を
出
し 

楓 
 

其
侭
に
お
わ
か
れ
ま
し
た
が
、
五
郎
が
成
人
の
後
ち 

 
 

 

〳
〵
は
此
の
一
品
、
証
據
と
し
て
行
衛
を
た
づ
ね
て
下 

さ
り
ま
せ 

五 
 

オ
ヽ
気
遣
ひ
し
や
ん
な
斯
う
云
ふ
確
か
な
証
據 

 
 

 

が
あ
れ
ば
仮
令
へ
名
前
は
知
れ
ず
共
屹
度
尋 

ね
て
名
乘
り
を
さ
せ
う
。
必
ず
心
配
せ
ま
い
ぞ
よ
。 

楓 
 

ウ
嬉
し
う
厶
ん
す
其
御
詞
を
聞
く
上
は
思
ひ
残
り 

 
 

 

は
厶
ん
せ
ぬ
。 

渚 
 

ア
ヽ
コ
レ
娘
其
様
な
悲
し
い
事
必
ず
云
ふ
て
た
も
ん 

 
 

 

な
や
五
郎
の
事
は
安
心
し
て
早
う
達
者
に
な
っ
て 

 

【
１
８
丁
】 

 
 

 

下
さ
れ
や 

楓 
 

母
さ
ん
ど
う
ぞ
五
郎
を
一
度
妾
し
に
抱
か
せ
て
下 

 
 

 

さ
り
ま
せ 

渚 
 

乳
を
含
ま
せ
て
や
る
の
が
よ
い
ぞ
よ
。 

楓 
 

オ
ヽ
五
郎
よ
仮
令
母
は
無
い
と
て
も
父
御
の
行 

 
 

 

衛
を
尋
ね
出
し
立
派
に
其
名
を
挙
げ
て
た
も
。 

 
 

 

母
は
草
葉
の
蔭
か
ら
そ
な
た
の
身
を
ば
守
り
舛
ぞ 

 
 

 
 

ト
楓
は
ウ
ッ
ト
リ
と
な
る
。 

五 
 

之
れ
娘
何
う
し
や
っ
た
。
之
れ
娘
、
娘
、 

渚 
 

気
を
慥
か
に
持
っ
て
た
も
娘
、
楓
ヤ
ー
イ
。 
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楓
遂
に
絶
命
す
。 

 
 

 
 

此
の
間
拾
ヶ
年
経
過
の
事 

 

【
１
８
丁
裏
】 

 
 

 
 

第
九 
孫
の
行
末
を
頼
む
（
小
田
原
街
道
） 

 
 

 
 

小
田
原
の
松
原
。
五
太
夫
は
順
礼
姿
に 

 
 

 
 

て
腹
痛
に
惱
む
。
同
じ
く
順
禮
姿
の
五
郎
（ 

 
 

 
 

当
時
十
才
）
に
手
を
引
か
れ
て
杖
を
突
き
出
で 

 
 

 
 

来
り 

五
郎 

お
祖
父
さ
ま 

ま
だ
痛
み
は
な
を
ら
ぬ
か
へ
。 

五
太 

イ
ヤ
〳
〵
そ
な
た
の
御
蔭
で
大
分
楽
に
な
っ
た
様
じ
や 

 
 

 

爰
で
暫
ら
く
休
ん
で
行
く
と
仕
様
。 

五 
 

そ
れ
ぢ
や
俺
が
さ
す
っ
て
上
げ
よ
う
よ
。 

 
 

 
 

ト
五
太
夫
松
の
根
に
腰
を
掛
け
る
五
郎
其
の 

 
 

 
 

脊
を
な
で
る 

五
太 

モ
ウ
よ
い
〳
〵
そ
な
た
も
爰
で
一
休
み
す
る
が
よ
い
ぞ
。 

 

【
１
９
丁
】 

五
郎 

ア
イ
〳
〵
。 

 
 

 
 

ト
五
郎
五
太
夫
の
傍
へ
腰
を
掛
け
。 

五
郎 

そ
う
し
て
お
ぢ
い
さ
ま
。
お
父
さ
ま
の
御
家
は
未 

 
 

 

だ
遠
い
の
か
へ
。 

五
太 

エ
ッ
…
…
イ
ヤ
親
人
の
家
は
東
国
で
刀
鍛
冶
と
聞
い 

 
 

 

た
故
や
が
て
知
れ
る
事
が
あ
ら
う
と
は
云
う
も
の
ゝ
毎
日 

 
 

 

々
々
、
尋
ね
探
せ
ど
今
以
て
知
れ
ぬ
と
云
ふ
の
は
よ 

 
 

 

く
〳
〵
尽
き
た
親
子
の
縁
…
…
イ
ヤ
モ
ウ
雲
を 

 
 

 

あ
て
じ
や
わ
へ
。 

五
郎 

そ
ん
な
ら
お
父
さ
ま
に
逢
は
れ
ま
せ
ぬ
か
…
… 

 
 

 
 

ト
泣
き
伏
す
。 

五
太 

ア
ヽ
コ
レ
〳
〵
泣
く
事
は
な
い
心
配
す
る
な
此
の
ぢ 

 

【
１
９
丁
裏
】 

 
 

 

い
が
一
念
で
も
逢
は
さ
で
置
く
も
の
か
、
夫
れ
に
つ 

 
 

 

け
て
は
廻
り
合
ふ
に
大
事
な
証
據
は
此
の
短
刀
。 

 
 

 
 

ト
腰
に
附
け
た
る
風
呂
敷
包
み
の
短
刀
を
出
し 

五
太 

今
か
ら
そ
な
た
に
や
る
。
確
か
り
持
っ
て
居
や
う
ぞ 

五
郎 

そ
ん
な
ら
此
の
刀
を
持
っ
て
居
た
ら
お
父
さ
ん
に
逢 

 
 

 

は
れ
る
の
か
へ
。 

五
太 

オ
ヽ
逢
へ
る
共
〳
〵
、
死
ん
だ
そ
な
た
の
お
母
ァ
や
婆 

さ
ま
の
思
ひ
で
も
屹
度
逢
へ
る
時
が
あ
ら
う
。
サ
ァ 
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爰
へ
来
い 

 

ト
短
刀
を
五
郎
の
脊
へ
結
び
附
け 

五
太 
サ
ア
ソ
ロ
〳
〵
と
出
掛
け
や
う
。 

 
 

 
五
太
夫
急
に
差
込
み
苦
し
み
倒
れ
る
五
郎 

 

【
２
０
丁
】 

 
 

 

び
っ
く
り 

五
郎 

モ
シ
お
ぢ
い
さ
ま
、
気
を
確
か
に
持
っ
て
下
さ
れ
モ
シ 

 
 

 

お
ぢ
い
様
い
の
う
…
… 

 
 

 
 

五
太
夫
悶
絶
す
る
、
五
郎
縋
り
付
き
泣
き
叫 

 
 

 
 

ぶ
此
時
桶
屋
甚
兵
衛
旅
行
姿
に
て
通
り 

 
 

 
 

掛
り
此
の
体
を
見
て 

甚 
 

オ
イ
〳
〵
何
う
し
た
。
ヤ
ツ
病
人
の
様
だ
な 

五
郎 

お
ぢ
い
さ
ま
が
死
ん
で
仕
舞
ひ
ま
す
。
モ
シ
お
ぢ
さ 

 
 

 

ん
助
け
て
下
さ
り
ま
せ
。 

甚 
 

そ
い
つ
あ
大
変
だ
、
よ
し
己
れ
が
押
へ
て
居
る
か
ら
早
く 

 
 

 

水
を
汲
ん
で
来
ね
へ
、
早
く 

五
郎 

ア
イ
〳
〵 

 

【
２
０
丁
裏
】 

 
 

 
 

ト
五
郎
は
順
禮
の
柄
杓
を
持
ち
小
川
よ
り
水 

 
 

 
 

汲
み
来
る
。 

甚 
 

コ
レ
旅
の
父
さ
ん
、
コ
リ
ヤ
道
了
様
の
御
符
だ
ぞ 

 
 

 

サ
ア
確
か
り
仕
な
せ
〳
〵
。 

 
 

 
 

ト
水
と
御
符
を
呑
ま
せ
介
抱
す
る
。
五
太
夫 

 
 

 
 

漸
く
心
付
く 

五
太 

オ
ヽ
孫
よ
。
オ
ヽ
ツ
何
れ
も
御
方
様
か
は
存
じ 

 
 

 

ま
せ
ぬ
が
御
手
厚
い
御
介
抱
、
ア
有
難
う
存
じ 

 
 

 

舛
る 

迚
も
助
か
ら
ぬ
私
の
命
、
此
の
孫
め
が
行
末 

 
 

 

を
御
慈
悲
で
厶
り
舛
る
。
厶
り
舛
る
。 

 
 

 
 

ト
手
を
合
す
。 

甚 
 

心
配
し
な
さ
ん
な
己
は
鎌
倉
雪
の
下
桶
屋
の
甚 

 

【
２
１
丁
】 

 
 

 

兵
衛
と
云
ふ
者
だ
。
道
了
様
へ
お
参
り
し
て
の 

 
 

 

帰
り
が
け
、
お
前
を
介
抱
す
る
と
云
ふ
の
も
何
か
の
縁 

 
 

 

だ
。
引
受
け
た
か
ら
安
心
し
な
せ
へ
よ
。 

五
太 

ア
ヽ
…
…
五
郎
…
…
よ 

タ
…
…
達
者
で
…
…
居 

 
 

 

て
ク
呉
れ
よ
。 

甚 

コ
レ
〳
〵
つ
ま
ら
ね
え
事
を
云
っ
て
ゐ
ち
や
い
け
ね
へ
、 
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し
つ
か
り
し
な
せ
へ 

 
 

 

ト
甚
兵
衛
五
太
夫
の
手
を
取
り
肩
へ
か
け
る 

 
 

 
五
太
夫
ウ
ツ
ト
リ
と
な
る
。 

五
郎 
お
祖
父
さ
ま
…
…
（
と
縋
り
つ
き
泣
き
入
る
） 

甚 
 

オ
ヽ
可
愛
想
な
…
…
事
だ
な
ァ 

 
 

 
 

第
十 
桶
屋
の
腕
白
小
僧
（
行
光
住
居
仕
事
場
） 

 

【
２
１
丁
裏
】 

 
 

 
 

爰
に
兄
弟
子
の
定
吉
鞴
の
前
に
横
座
に 

 
 

 
 

座
し
弟
子
の
留
造
、
三
太
、
両
人
向
ふ
鎚
に
廻 

 
 

 
 

り
刀
を
鍛
ち
居
る
。 

 
 

 
 

桶
屋
の
小
僧
五
郎
市
、
手
桶
、
古
釣
瓶
等 

 
 

 
 

を
か
つ
ぎ 

五 
 

桶
屋
―
―
タ
ガ
の
仕
か
へ
、
桶
屋
―
―
。 

 
 

 
 

ト
呼
び
乍
ら
出
て
来
る
。
そ
っ
と
窓
の
内
を 

 
 

 
 

窺
き
自
分
の
持
っ
て
来
た
釣
瓶
を
台
に
し
て 

 
 

 
 

覗
く
。
仕
事
場
に
三
人
は
刀
を
鍛
ち
居
る
。 

 
 

 
 

五
郎
は
窓
よ
り
首
を
出
し 

五 
 

ヤ
ア
相
変
ら
ず
屁
ぴ
り
腰
を
や
っ
て
る
な
困
っ
た
も 

 
 

 

ん
だ
な
ァ 

 

【
２
２
丁
】 

定 
 

オ
ヤ
桶
屋
の
小
僧
奴
亦
来
や
が
っ
た
ナ 

留 
 

う
ぬ
生
意
気
な
事
を
吐
す
と
承
知
ァ
仕
ね
へ 

 
 

 

ぞ
ッ 

五 
 

だ
っ
て
屁
っ
ぴ
り
腰
だ
か
ら
屁
ぴ
り
腰
っ
て
云
ふ
ん 

 
 

 

だ
。
爰
の
内
の
叔
父
さ
ん
は
上
手
だ
。
お
前
達 

 
 

 

は
下
手
だ
な
ァ
。 

 
 

 

其
ん
な
事
で
碌
な
仕
事
は
出
来
な
い
よ
。 

三
太 

オ
ヤ
こ
ん
畜
生
ふ
ざ
け
た
事
を
吐
か
す
と
叩
く 

 
 

 

ぞ 

五 
 

お
前
達
が
来
る
内
に
や
俺
ら
の
方
に
も
足
が
あ
る 

 
 

 

か
ら
と
っ
と
の
昔
に
逃
げ
て
仕
舞
ふ
さ
。 

留 
 

野
郎
モ
ウ
勘
弁
が
出
来
ね
へ
ぞ 

 

【
２
２
丁
裏
】 

 
 

 
 

ト
留
造
持
ち
た
る
鎚
を
投
げ
出
す
と 

 
 

 
 

五
郎
驚
き
て
窓
よ
り
離
れ
傍
へ
の
松 

 
 

 
 

の
木
に
昇
り
身
を
隠
す
。 

 
 

 
 

留
造
出
で
来
り
四
辺
を
見
廻
は
し 
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留 
 

い
ま
〳
〵
し
い
畜
生
だ
ナ
ァ 

 
 

 
 

ト
つ
ぶ
や
き
〳
〵
退
場
、 

 
 

 
 

五
郎
松
の
木
よ
り
飛
び
降
り
舌
を
出 

し
再
び
窓
の
下
へ
忍
び
寄
る
。 

仕
事
場
へ
留
造
立
腹
の
体
に
て
入
り
来 

る
。
定
吉
見
て 

定 
 

ど
う
し
た
留
、
捉
ま
っ
た
か 

留 
 

兄
貴
駄
目
だ
あ
ん
な
素
ば
し
こ
い
餓
鬼
は
有 

 

【
２
３
丁
】 

 
 

 

り
や
仕
ね
へ
。
と
う
〳
〵
逃
げ
て
仕
舞
っ
た
。 

定 
 

さ
う
だ
ら
う
あ
ん
な
小
僧
に
構
は
ね
へ
で
早
く 

 
 

 

此
の
仕
事
を
上
げ
て
仕
舞
は
ね
へ
と
又
親
方 

 
 

 

か
ら
大
小
言
だ
ぞ
。 

 
 

 

モ
ウ
一
息
だ
確
り
や
れ
〳
〵 

 
 

 
 

ト
三
人
又
も
や
仕
事
に
か
ゝ
る
。
此
の
時
五 

 
 

 
 

郎
再
び
顔
を
出
し 

五 
 

ヤ
ァ
又
屁
ぴ
り
腰
が
始
ま
っ
た
ナ 

留 
 

オ
ヤ
此
野
郎 

 
 

 
 

ト
窓
の
内
か
ら
五
郎
の
手
を
確
っ
か
り
押
へ 

留 
 

モ
ウ
今
度
は
逃
さ
ね
え
ぞ
、
オ
イ
三
太 

 
 

 

表
へ
廻
れ
。
ぶ
ん
捉
か
ま
へ
ろ 

 

【
２
３
丁
裏
】 

三
太 

合
点
だ 

 
 

 
 

ト
急
ぎ
退
場 

 
 

 
 

元
の
窓
に
て
五
郎
は
腕
首
を
押
へ
ら
れ
苦 

 
 

 
 

し
ま
ぎ
れ
に
留
吉[

留
造]

の
腕
へ
か
み
付
く
。 

留 
 

ア
ッ
痛
ッ 

 
 

 
 

ト
叫
び
手
を
放
す
此
の
隙
に
五
郎
は
一 

 
 

 
 

散
に
逃
げ
る
。
其
処
へ
三
太
出
で
来
り 

 
 

 
 

五
郎
を
追
ひ
掛
け
る
。 

 
 

 
 

留
吉
も
続
い
て
出
で
来
て
追
ひ
掛
け 

 
 

 
 

遂
に
五
郎
を
両
人
に
て
捉
ま
へ
引
ず 

 
 

 
 

り
来
る
。 

五 
 

御
免
よ
〳
〵
モ
ウ
云
は
な
い
か
ら
堪
忍
し
て 

 

【
２
４
丁
】 

 
 

 

お
呉
れ
よ
。 

両
人 

ナ
ニ
、
今
更
勘
弁
が
出
来
る
も
の
か
。 
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と
両
人
に
て
打
ち
据
へ
る
。
其
処
へ
定 

 
 

 
 

吉
出
で
来
り 

定 
 

コ
ラ
〳
〵
二
人
、
モ
ウ
好
い
加
減
で
勘
弁
し
て 

 
 

 
や
れ
。 

三
太 

コ
ン
ナ
餓
鬼
は
後
日
の
コ
ラ
シ
メ
だ
。 

 
 

 
 

と
五
郎
詫
び
入
る
を
両
人
に
て
打
ち
据
へ 

 
 

 
 

ん
と
す
る
時
窓
の
内
よ
り
行
光
顔
を
出 

 
 

 
 

し 

行 
 

コ
レ
〳
〵
騒
々
し
い
。
其
那
小
僧
を
捉
へ
て
手
荒 

 
 

 

な
真
似
を
し
て
は
な
ら
ね
へ
ぞ 

 

【
２
４
丁
裏
】 

定 
 

オ
ー
親
方
だ
〳
〵
。 

 
 

 
 

と
両
人
を
鎮
め 

定 
 

親
方
聞
い
て
お
く
ん
な
さ
い
。
実
は
此
処
に
居 

 
 

 

る
小
僧
が
毎
日
々
々
窓
の
外
へ
来
て
此
奴
等 

 
 

 

の
仕
事
を
見
ち
や
屁
ぴ
り
腰
〳
〵
と
悪
口 

 
 

 

を
云
や
あ
が
る
も
ん
で
す
か
ら
二
人
が
怒
っ
て
折 

 
 

 

檻
を
し
て
居
る
処
な
ん
で 

五 
 

お
前
だ
っ
て
あ
ん
ま
り
巧
か
あ
ね
え
や 

定 
 

オ
ヤ
あ
ん
な
事
を
云
や
あ
が
る
。 

行 
 

ま
あ
待
ち
ね
へ
〳
〵
そ
り
や
小
僧
が
豪
い
。
小 

 
 

 

僧
の
云
ふ
の
が
尤
も
だ
よ
。 

定 
 

ジ
ョ
冗
談
じ
や
厶
い
ま
せ
ん
ぜ
親
方
迠
そ
ん
な
事 

 

【
２
５
丁
】 

 
 

 

仰
有
る
ぢ
や
困
り
ま
す
よ
。 

行 
 

そ
れ
で
も
我
が
目
か
ら
そ
う
見
え
る
か
ら
…
… 

 
 

 

小
僧
貴
様
人
の
事
を
悪
口
云
ふ
位
で
は
ち
っ
と
は 

 
 

 

此
の
鎚
が
打
て
る
か
。 

五 
 

そ
う
で
す
ね
へ
、
爰
に
居
る
屁
ぴ
り
腰
の
人
位
ひ 

 
 

 

に
や
打
て
な
い
事
も
あ
り
ま
す
ま
い
よ
。 

留 三
太 

何
を
吐
か
し
や
が
る
、
畜
生
ま
だ
あ
ん
な
事
を 

行 
 

ま
あ
怒
る
な
〳
〵
夫
れ
じ
や
小
僧
爰
へ
這 

 
 

 

入
れ
。
一
つ
打
っ
て
見
ろ 

五 
 

エ
ッ
、
夫
れ
じ
や
打
た
し
て
下
さ
い
ま
す
か
嬉 

し
い
ナ
ァ
〳
〵 

定 
 

其
の
代
り
打
ち
損
ふ
と
承
知
は
し
な
い
ぞ 
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【
２
５
丁
裏
】 

 
 

 

サ
ァ
這
入
れ
這
入
れ
、 

 
 

 
 

ト
定
吉
、
留
造
、
三
太
、
五
郎
を
引
立
て
元
の 

 
 

 
 

仕
事
場
へ
這
入
る
。 

 
 

 
 

行
光
上
手
に
座
し
居
る 

三
人
五
郎
を
伴 

 
 

 
 

ひ
来
る
。 

行 
 

定
吉
貴
様
其
小
僧
を
向
へ
廻
し
て
一
つ
打
た
し 

 
 

 

て
見
ろ 

定 
 

承
知
し
や
し
た
。
コ
レ
小
僧
支
度
を
し
て
確 

 
 

 

か
り
や
れ
よ
。 

五 
 

大
丈
夫
で
す
。
夫
れ
ぢ
や
定
さ
ん
巧
く
や
ん
ね 

 
 

 

へ
よ
。 

定 
 

あ
ん
な
生
意
気
な
事
を
吐
し
や
ァ
が
る
。 

 

【
２
６
丁
】 

 
 

 
 

是
よ
り
向
ふ
鎚
に
廻
り
定
吉
と
共
に
刀 

 
 

 
 

を
打
つ
行
光
始
め
三
人
其
の
巧
み
な
る
に
驚 

 
 

 
 

き
呆
れ
る 

行 
 

小
僧
も
う
い
ゝ
〳
〵
成
程
人
の
悪
口
を
云
ふ
程
あ
っ 

 
 

 

て
身
体
の
構
へ
槌
の
入
れ
方
実
に
見
上
げ
た
も
の
だ 

 
 

 

そ
う
し
て
今
迠
何
処
の
鍛
冶
屋
に
奉
公
し
て
居
た 

 
 

 

の
だ
？ 

五 
 

私
は
桶
屋
の
小
僧
で
す
か
ら
何
処
の
鍛
冶
屋
に 

 
 

 

も
参
り
ま
せ
ん
。
鎚
を
打
の
は
始
め
て
で
厶 

 
 

 

い
ま
す
。 

行 
 

何
？
今
日
が
始
め
て
だ
。
コ
レ
定
吉
始
め
二 

 
 

 

人
の
者 

何
と
感
心
な
者
で
は
な
い
か 

 

【
２
６
丁
裏
】 

定 
 

イ
ヤ
モ
ウ
、
此
の
小
僧
ど
う
し
て
鎚
の
持
ち
方
を 

 
 

 

覚
え
て
ゐ
た
の
ぢ
や 

五 
 

ハ
イ
、
私
は
刀
鍛
冶
に
な
る
の
が
望
み
で
毎
日
々 

 
 

 

々
御
宅
の
店
で
皆
様
の
仕
事
を
見
て
覚
え
た 

 
 

 

の
で
厶
り
ま
す
る
。
モ
シ
叔
父
さ
ん
何
う
ぞ 

 
 

 

私
を
親
方
の
弟
子
に
し
て
下
さ
い
ま
せ 

行 
 

ウ
ム
、
好
き
こ
そ
物
の
上
手
な
れ
、
そ
り
や
次
第 

 
 

 

に
依
っ
て
は
弟
子
に
し
て
や
る
ま
い
も
の
で
も
な
い 

 
 

 

が
一
應
貴
様
の
主
人
に
も
相
談
し
た
上
で 

 
 

 

何
と
か
し
て
遣
は
そ
う 

五 
 

そ
ん
な
ら
内
の
親
方
が
承
知
し
た
ら
お
弟
子 
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に
し
て
下
さ
い
ま
す
か
、
そ
れ
ぢ
や
叔
父
さ
ん 

 
【
２
７
丁
】 

 
 

 
直
ぐ
に
桶
屋
へ
行
っ
て
掛
合
っ
て
下
さ
い
ま
し 

行 
 

ハ
テ
忙
し
い
奴
だ
、
夫
れ
で
は
兎
に
角
行
く
と 

 
 

 

仕
様
か
。 

 
 

 
 

第
十
一 
行
光
五
郎
を
弟
子
と
す
（
桶
屋
見
世
） 

 
 

 
 

爰
に
甚
兵
衛
仕
事
を
爲
し
居
る
処
へ
行 

 
 

 
 

光
入
り
来
り
。 

行 
 

ハ
イ
御
免
よ
。 

甚 
 

是
れ
は
〳
〵
親
方
で
厶
り
ま
し
た
か
、
サ
ァ
ど
う 

 
 

 

ぞ
こ
ち
ら
へ
。
そ
う
し
て
何
ぞ
御
注
文
で
も
。 

行 
 

イ
ヤ
注
文
で
は
無
い
が
お
前
さ
ん
所
に
五
郎 

 
 

 

と
云
ふ
小
僧
が
居
る
筈 

甚 
 

ヘ
イ
居
り
ま
す
で
す
が
何
ぞ
御
用
で 

 

【
２
７
丁
裏
】 

行 
 

実
は
其
の
小
僧
の
事
に
就
い
て
少
し
計
り
聞 

 
 

 

い
て
貰
ひ
度
い
事
が
あ
る
。 

甚 
 

エ
ー
ッ
親
方
ど
う
か
勘
弁
な
す
っ
て
下
さ
い
ま
し 

 
 

 

彼
奴
位
い
仕
様
の
無
へ
奴
は
厶
り
ま
せ
ん
の
で
叩 

 
 

 

き
出
そ
う
に
も
小
田
原
か
ら
拾
っ
て
来
た
の
で
帰 

 
 

 

す
処
は
無
し
困
り
切
っ
て
ゐ
る
ん
で
厶
り
ま
す
、
ど 

 
 

 

ん
な
悪
さ
を
仕
や
あ
が
っ
た
か
存
じ
ま
せ
ん
が
、
何
う 

 
 

 

か
充
分
に
お
懲
ら
し
な
す
っ
て 

行 
 

オ
イ
〳
〵
甚
兵
衛
さ
ん
、
お
前
は
何
か
感
違 

 
 

 

ひ
を
し
て
ゐ
る
ね
、
実
は
小
僧
が
私
の
所
へ 

 
 

 

来
て
云
ふ
に
や
、
刀
鍛
冶
に
成
っ
て
見
度
い
か 

 
 

 

ら
是
非
弟
子
に
し
て
呉
れ
と
云
ふ
の
さ 

 

【
２
８
丁
】 

 
 

 

お
前
さ
ん
の
方
で
不
用
の
小
僧
な
ら
何
と
手 

 
 

 

放
し
て
私
の
方
へ
呉
げ
る
訳
に
は
行
く
ま
い
か
な 

甚 
 

そ
い
つ
あ
有
難
ふ
厶
り
ま
す 

私
の
方
ぢ
や 

 
 

 

願
っ
て
も
無
い
幸
ひ
ね
ん
で
何
う
か
今
か
ら 

 
 

 

で
も
お
連
れ
な
す
っ
て
下
さ
い
ま
し 

行 
 

そ
り
や
早
速
の
承
知
で
、
何
よ
り
有
難
い
、 

 
 

 

併
し
今
小
田
原
か
ら
拾
っ
て
来
た
と
云
ひ
な
す 

っ
た
様
だ
な 

甚 
 

サ
ァ
夫
れ
に
就
い
て
哀
れ
な
話
が
厶
へ
ま
す
ん 
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で
、
実
は
去
年
の
春 

私
が
小
田
原
の
道 

 
 

 

了
様
へ
参
詣
し
て
の
帰
り
途
、
六
十
斗
り
の 

 
 

 
順
禮
の
爺
さ
ん
が
、
あ
の
小
僧
を
連
れ
て
松
の
根 

 

【
２
８
丁
裏
】 

 
 

 

方
で
ウ
ン
〳
〵
と
苦
し
ん
で
居
る
じ
や
厶
へ
ま
せ
ん 

 
 

 

か
、
余
り
可
愛
想
に
な
り
や
し
た
か
ら
御
符 

 
 

 

を
呑
ま
せ
ま
し
て
介
抱
し
ま
し
た
処
や
っ
と
気
は 

 
 

 

附
い
た
が
碌
に
口
は
聞
け
ね
え
ん
で
何
で
も
生 

 
 

 

れ
は
京
だ
そ
う
で
何
う
か
此
の
孫
の
行
末
を
頼
む 

 
 

 

と
泪
乍
ら
に
手
を
合
は
し
て
往
生
を
し
て
了
ひ
や 

 
 

 

し
た
。
餓
鬼
は
内
へ
引
き
取
っ
て
小
僧
に
使
っ
て 

 
 

 

居
る
ん
で
厶
へ
ま
す
が
イ
ヤ
モ
ウ
手
古
摺
っ
て
居
る 

 
 

 

ん
で
厶
へ
ま
す 

 

行 
 

ア
ヽ
ソ
ウ
か 

夫
れ
は
ま
あ
好
い
功
徳
を
し
て
や
ん 

 
 

 

な
す
っ
た
。
夫
れ
に
就
ち
や
ほ
ん
の
少
し
だ
が 

 
 

 

あ
の
小
僧
の
養
育
料
、
何
う
か
お
前
さ 

 
 

 
 

【
２
９
丁
】 

 
 

 

ん
の
方
へ
納
め
て
置
い
て
下
さ
い
。 

甚 
 

イ
ヱ
〳
〵
何
と
仰
有
っ
て
も
こ
り
や
頂
け
ま
せ
ん 

 
 

 
 

ト
両
人
押
問
答
。
五
郎
木
蔭
よ
り
出
で 

五 
 

桶
屋
の
親
方
遠
慮
仕
な
い
で
貰
っ
て
お
置 

 
 

 

き
よ
。 

甚 
 

エ
ッ
野
郎
其
所
に
居
や
あ
が
っ
た
か 

五 
 

鍛
冶
屋
の
親
方
有
難
ふ
厶
り
ま
す
。 

行 
 

お
ゝ
五
郎
今
日
か
ら
貴
様
は
私
の
弟
子
じ
や 

 
 

 

サ
ァ
甚
兵
衛
さ
ん
是
非
共
是
は
納
め
て
下
さ 

 
 

 

い
。 

 
 

 
 

ト
行
光
、
無
理
に
金
を
渡
す
。
五
郎
喜
び 

 
 

 
 

礼
を
云
ふ
。 

 

【
２
９
丁
裏
】 

 
 

 
 

第
十
二 

五
郎
親
子
の
名
乘
り
（
行
光
住
居
） 

 
 

 
 

爰
に
行
光
新
太
郎
（
十
三
才
）
対
話
、
お
秋 

 
 

 
 

は
新
太
郎
を
連
れ
て
父
右
馬
之
丞
の
処
へ 

 
 

 
 

行
っ
て
来
る
と
云
ふ 

 
 

 
 

行
光
は
舅
に
宜
し
く
と
云
ふ
、
お
秋
新 

太
郎
退
場 
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行 
 

ア
ヽ
何
だ
か
今
日
は
肩
が
凝
っ
て
な
ら
ぬ
、
オ
イ
誰 

 
 

 

か
居
な
い
か 

五 
 

ハ
イ
〳
〵 

 
 

 
 

ト
五
郎
下
手
ヨ
リ
来
リ 

五 
 

親
方
何
ぞ
御
用
で
厶
り
ま
す
か 

行 
 

オ
ヽ
五
郎
か
気
の
毒
だ
が
二
ツ
三
ツ
肩
を
叩
い
て 

 

【
３
０
丁
】 

 
 

 

呉
れ 

五 
 

ハ
イ
畏
り
ま
し
た 

 
 

 
 

ト
五
郎
後
に
廻
り
行
光
の
肩
を
叩
く 

行 
 

な
ァ
五
郎
、
月
日
の
立
つ
の
は
早
い
も
の
だ
お
前
も 

 
 

 

桶
屋
の
内
か
ら
貰
っ
て
来
て
モ
ウ
彼
是
一
年
だ 

 
 

 

何
時
か
は
聞
か
う
と
思
っ
て
居
た
が
お
前
の
生
れ 

 
 

 

は
京
だ
さ
う
だ
が
そ
う
し
て
両
親
は
達
者
で
居
る 

 
 

 

の
か
な
。 

 
 

 
 

是
を
聞
き
五
郎
泪
に
く
れ 

五 
 

ハ
イ
其
の
両
親
の
顔
は
知
ら
ず
私
の
小
さ
い
時 

 
 

 

母
さ
ん
は
死
ん
で
仕
舞
ひ
父
さ
ん
は
今
以
て
行
衛 

 
 

 

が
知
れ
な
い
の
で
厶
り
ま
す
る
。 

 

【
３
０
丁
裏
】 

行 
 

何
お
袋
は
死
ん
で
親
父
の
行
衛
が
知
れ
な
い 

 
 

 

と
、
モ
ウ
肩
は
宜
い
か
ら
其
の
訳
を
話
し
て 

 
 

 

呉
れ
、
コ
レ
泣
い
て
ゐ
て
は
仔
細
が
解
ら
ぬ
サ
ァ 

 
 

 

何
う
ぢ
や
〳
〵 

五 
 

ハ
イ
そ
ん
な
ら
お
話
申
舛
。
親
方
聞
い
て
下
さ 

 
 

 

い
ま
し
（
此
れ
よ
り
浪
花
節
） 

 
 

 

生
れ
は
京
都
の
嵐
山
で
お
母
さ
ん
の
顔
は 

 
 

 

知
ら
ず
お
祖
父
さ
ん
の
手
一
つ
で
寺
子
屋
へ
や
つ 

 
 

 

て
貰
ひ
其
の
行
き
帰
り
の
途
中
で
は
友
輩
の
子 

 
 

 

供
達
に
親
の
無
い
子
ぢ
や
父
無
し
子
と
い
ぢ 

 
 

 

め
ら
れ
る
が
何
よ
り
悲
し
く
何
を
か
く
そ
う
母
と 

 
 

 

云
ふ
は
去
る
上
方
の
御
屋
敷
へ
御
女
中
奉
公
に 

 

【
３
１
丁
】 

 
 

 

上
っ
て
居
て
不
斗
し
た
事
か
ら
東
国
辺
の
刀 

 
 

 

鍛
冶
と
云
ひ
交
し
只
の
一
夜
で
因
果
の
胤 

名
を 

 
 

 

も
聞
か
ず
別
れ
し
が
後
日
の
筺
と
貰
っ
た
短
刀 

 
 

 

是
れ
を
印
に
尋
ね
合
ひ
親
子
の
名
乘
り
を
さ
し
て 
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呉
れ
と
云
ふ
か
云
は
ぬ
に
息
が
絶
え 

夫
れ
か
ら
お 

 
 

 

祖
父
さ
ん
と
二
人
で
お
父
さ
ん
に
会
ひ
度
い
と
其 

 
 

 
短
刀
を
証
據
に
し
て
廻
国
し
た
の
で
厶
り
ま
す 

 
 

 
る
。 

行
（
詞
）
ム
ヽ
聞
け
ば
聞
く
程
哀
れ
な
身
の
上
さ
う
し
て
其 

 
 

 

の
短
刀
と
や
ら
は
、 

五
（
詞
）
ハ
イ
、
大
事
に
持
っ
て
居
り
ま
す
る
。 

行
（
詞
）
ム
ヽ
そ
ん
な
ら
早
く
見
せ
て
呉
れ
。 

 

【
３
１
丁
裏
】 

五
（
詞
）
ハ
イ 

御
覧
な
す
っ
て
下
さ
り
ま
せ 

 
 

 
 

ト
懷
中
よ
り
短
刀
を
出
す
、
行
光
見
て
驚 

 
 

 
 

き 

行
（
詞
）
オ
ヽ
是
ぞ
正
し
く
、
ム
ヽ
さ
て
は
一
夜
の
情
け 

 
 

 

に
て
子
迠
諸
け
て
相
果
て
し
か
、
ム
ヽ
コ
リ
ヤ
〳
〵 

 
 

 

五
郎
、
若
し
や
そ
な
た
の
母
の
名
は
楓
と
は
云 

 
 

 

は
な
ん
だ
か 

五
（
詞
）
ヱ
ッ
、
何
う
し
て
夫
れ
を 

行
（
浪
）
知
ら
い
で
な
ら
う
か
そ
ち
が
尋
ね
る
父
と
云 

 
 

 

ふ
の
は
何
を
隠
そ
う
此
の
行
光 

五 
 

エ
エ
エ
エ
…
… 

行
（
詞
）
サ
ヽ
其
の
驚
き
は
尤
も
乍
ら
此
の
短
刀
は
私
が 

 

【
３
２
丁
】 

 
 

 

鍛
へ
た
も
の
、
斯
る
証
據
を
持
つ
上
は
正
し
く
我 

 
 

 

が
子
に
違
ひ
は
無
い
。 

五
（
詞
）
エ
ヽ
ツ 

そ
ん
な
ら
日
頃
尋
ね
る
父
さ
ん
か
。 

行
〃 

伜
で
あ
っ
た
か
。 

五
〃 

お
父
さ
ん 

 
 

 
 

ト
縋
り
寄
る 

行
〃 

オ
ヽ
ツ 

 
 

 
 

ト
引
寄
せ
る 

五
〃 

お
懐
し
ゆ
…
…
厶
り
舛
。 

行
〃 

親
は
無
く
共
子
は
育
つ
… 

能
く
ぞ
成
長 

 
 

 

致
し
た
な 

 
 

 

（
浪
花
節
終
） 

 
 

 
 

ト
両
人
相
擁
し
て
泪
に
暮
れ
る
。 

 

【
３
２
丁
裏
】 

 
 

 
 

廊
下
に
お
秋
新
太
郎
を
連
れ
立
聞
く
。 

 
 

 
 

第
十
三 

お
秋
嫉
妬
の
怨
言
（
仝
お
秋
居
間
） 
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爰
に
お
秋
は
火
鉢
を
抱
へ
煙
管
を
杖
に
思 

 
 

 
 

案
の
体 

 
 

 
 

傍
へ
に
新
太
郎
春
駒
を
持
ち
遊
び
居
る
。 

秋 
 

新
坊
や 

我
が
身
い
ゝ
子
ぢ
あ
程
に
お
父
さ
ん
を 

 
 

 

此
処
へ
呼
ん
で
た
も
や 

新 
 

ア
イ
〳
〵 

 
 

 
 

と
お
秋
立
腹
の
こ
な
し
、
新
太
郎
は
急
ぎ
立 

 
 

 
 

去
る
。 

秋 
 

ア
ヽ
焦
っ
た
い
、
妾
し
や
業
が
に
へ
て
…
ど
う
し 

 
 

 

て
呉
れ
よ
う
。 

 

【
３
３
丁
】 

 
 

 
 

ト
お
秋
煩
悶
立
腹
の
体
、
行
光
来
り
、 

行 
 

オ
ヽ
お
秋
お
前
、
何
時
の
間
に
帰
っ
て
来
た
へ 

秋 
 

ヘ
ン
、
何
時
帰
っ
て
来
よ
う
と
妾
の
内
で
す
、
夫
共 

 
 

 

皈
っ
て
来
た
の
が
悪
ふ
厶
ん
す
か
へ 

行 
 

何
だ
か
お
前
大
層
怒
っ
て
ゐ
る
様
だ
ね 

秋 
 

是
が
何
う
し
て
黙
っ
て
居
ら
り
や
う
ぞ
え
、
ね
え 

 
 

 

お
前
さ
ん
。
今
で
は
左
近
之
太
夫
と
云
ふ
仕
官 

 
 

 

を
受
け
て
立
派
な
御
番
鍛
冶
に
成
っ
た
の
は
誰 

 
 

 

の
お
蔭
ぢ
や
と
思
ふ
て
か
や
、 

行 
 

つ
ま
ら
ぬ
事
を
云
ふ
ぢ
や
無
い
か 

夫
れ
は
皆 

 
 

 

森
川
右
馬
之
丞
殿
の
御
厚
恩
と
私
は
一
日
だ 

っ
て
忘
れ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ぬ
よ
、 

 

【
３
３
丁
裏
】 

秋 
 

ヘ
ン
旨
い
事
ば
か
り
、
其
れ
忘
れ
無
い
者
が 

 
 

 

か
く
し
子
を
拵
ら
へ
、
イ
ヽ
ヱ
サ
あ
の
五
郎
は
一 

 
 

 

体
誰
の
子
で
厶
ん
す
ぞ
え 

行 
 

エ
ッ 

そ
れ
ぢ
や
今
の
様
子
を
ば 

秋 
 

知
る
ま
い
と
思
っ
て
も
そ
う
旨
く
は
行
き
ま
せ
ん 

 
 

 

丁
度
今
か
ら
十
三
年
前
京
都
へ
上
る
時
お
前 

 
 

 

さ
ん
は
何
と
お
云
ひ
で
し
た
。 

 
 

 

今
度
は
恐
れ
多
く
も
大
内
の
御
守
り
刀
を
打 

 
 

 

つ
ん
だ
か
ら
と
精
進
潔
済
身
を
清
め
て
行
っ
た 

 
 

 

の
は
何
の
為
め
で
厶
ん
す
、
そ
れ
を
ま
あ
あ
ら
う 

 
 

 

事
か
あ
る
ま
い
事
か
、
大
そ
れ
た
京
の
女
と
、 

 
 

 

エ
ヽ
モ
ウ
妾
し
や
腹
が
立
つ
〳
〵
。 

 

【
３
４
丁
】 
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ト
武
者
振
り
付
く
、 

行 
 

コ
レ
〳
〵
お
秋
腹
の
立
つ
の
は
尤
ぢ
や
が
是
に
は 

 
 

 
段
々
深
い
様
子
が 

秋 
 

イ
ヱ
〳
〵
其
云
い
訳
を
聞
く
耳
持
た
ぬ
、
大
方 

 
 

 

其
女
を
何
処
ぞ
へ
か
く
ま
っ
て
あ
る
ん
で
厶
ん
せ 

 
 

 

う
。
エ
ヽ
口
惜
し
い
〳
〵
妾
し
や
も
う
ど
う
し 

 
 

 

た
ら
此
の
胸
が 

 
 

 
 

と
叫
び
行
光
の
胸
倉
を
取
り
こ
ず
き
廻
し 

 
 

 
 

泣
き
叫
ぶ
。 

行 
 

コ
レ
〳
〵
お
秋
聞
い
た
と
あ
ら
ば
腹
も
立
と
う
が 

 
 

 

私
の
云
ふ
事
心
を
鎮
め
て
聞
い
て
呉
れ
、 

 
 

 
 

ト
其
手
を
放
し 

 

【
３
４
丁
裏
】 

行 
 

今
迠
隠
し
た
の
は
皆
私
の
過
だ
、
あ
の
折
京
へ 

 
 

 

上
っ
た
時
若
気
の
至
り
、
二
つ
に
は
呑
ま
ぬ
酒
を
呑 

 
 

 

ん
だ
が
過
、
五
郎
を
我
子
と
知
っ
た
の
も
今
日 

 
 

 

の
今
、
何
で
女
を
隠
し
て
置
か
う
ぞ
、
其
の 

 
 

 

母
親
は
産
後
の
な
や
み
に
五
郎
を
置
い
て
皈 

 
 

 

ら
ぬ
旅
、
今
は
便
り
も
身
内
も
無
い
者
、
私
の 

 
 

 

罪
は
重
々
詫
び
る
、
コ
レ
お
秋
、
堪
忍
し
て 

 
 

 

く
れ
〳
〵
。 

秋 
 

そ
ん
な
ら
ア
ノ
五
郎
に
は
母
親
も
外
の
身
内
も 

 
 

 

な
い
と
云
ふ
の
で
厶
ん
す
か
へ 

行 
 

木
か
ら
落
ち
た
猿
同
様
八
幡
様
を
誓
ひ 

 
 

 

に
立
て
何
で
私
が
偽
り
を
云
は
う
ぞ
、
ど
う
ぞ 

 

【
３
５
丁
】 

 
 

 

疑
晴
し
た
上
、
今
日
か
ら
新
太
郎
同
様 

 
 

 

に
五
郎
を
真
の
我
が
子
と
思
ひ
何
う
か
育 

て
ゝ
や
っ
て
呉
れ
、
其
代
り
新
太
郎
に
は
相 

州
流
の
湯
加
減
讓
り
我
が
家
の
家
督
相 

続
さ
せ
よ
う
、
聞
き
分
け
て
呉
れ
、
お
秋 

此
の
通
ぢ
や
〳
〵
。 

 

ト
行
光
身
を
悔
ひ
手
を
下
げ
て
詫
る
。 

 

是
れ
に
て
お
秋
稍
々
心
の
解
け
た
る
こ
な
し 

秋 
 

其
の
詞
に
屹
度
間
違
ひ
は
あ
り
ま
せ
ぬ
か
へ 

行 
 

何
で
違
え
て
よ
い
も
の
か
、 

 
 

 
 

ト
此
時
定
吉
多
蔵[

留
造]

三
太
五
郎
を
連
れ
来 

 
 

 
 

り 



NFAJデジタル展示室 第 20回 澤村四郎五郎コレクション（1） 
『五郎正宗孝子傳（銘刀鍛冶孝子美談 五郎正宗）』脚本_翻刻版 
 

 
26/49 
 

 
【
３
５
丁
裏
】 

定 
 

親
方
ッ 

 
 

 
 

ト
云
ふ
に
行
光
恟
り
涙
を
か
く
す 

三
人 

御
目
出
度
う
厶
り
ま
す
る
。 

 
 

 
 

第
十
四 
生
傷
の
絶
間
無
し
（
行
光
宅
台
所
） 

 
 

 
 

爰
に
女
中
お
作
揚
板
を
上
げ
縁
の
下
よ
り 

 
 

 
 

炭
を
出
し
〝
炭
取
り
〟
へ
入
れ
居
る
。 

 
 

 
 

奥
よ
り
お
秋
出
で
来
り
。 

秋 
 

お
作
や
炭
を
出
し
た
ら
お
前
は
茶
の
間
を 

 
 

 

片
附
け
て
呉
り
や
れ
、 

作 
 

は
い
畏
り
ま
し
て
厶
り
ま
す
、 

 
 

 
 

ト
お
作
〝
炭
取
り
〟
を
持
ち
退
塲 

秋 
 

そ
れ
に
し
て
も
五
郎
は
ど
う
し
て
居
る
の
で
あ
ら 

 

【
３
６
丁
】 

う
な
、
あ
ん
な
に
憎
ら
し
い
餓
鬼
ち
や
ァ 

 
 

 

あ
り
や
し
な
い
よ
、 

 
 

 
 

ト
四
辺
見
廻
し
夫
れ
と
頷
き
縁
の
下
の
蓋 

 
 

 
 

を
わ
ざ
と
明
け
置
き 

 
 

 
 

五
郎
外
よ
り
荷
な
い
桶
に
て
水
を
汲
み
擔 

 
 

 
 

ぎ
入
り
来
る
。 

秋 
 

五
郎
ッ 

お
前
今
ま
で
何
を
し
て
ゐ
た
ん
だ
よ 

五 
 

ハ
イ
。
お
母
様
が
水
を
汲
め
と
仰
有
い
ま
し
た
か 

 
 

 

ら
只
今
汲
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

秋 
 

又
し
て
も
口
答
へ
を
し
く
さ
る
、
そ
れ
っ
ば
っ
か
し
の 

 
 

 

水
を
汲
む
の
に
、
い
つ
ま
で
か
ゝ
っ
て
ゐ
る
ん
だ
へ 

 
 

 

一
寸
用
が
あ
る
程
に
爰
へ
お
出
で 

早
く
爰 

 

【
３
６
丁
裏
】 

 
 

 

へ
御
出
と
云
ふ
に 

 
 

 
 

是
に
て
五
郎
倒
れ
水
を
こ
ぼ
す
、 

秋 
 

オ
ヤ
〳
〵
お
前
水
を
こ
ぼ
し
た
ね
、
あ
ゝ
分
っ
た
。 

 
 

 
 

ト
五
郎
ヂ
リ
〳
〵
立
去
る
を
後
か
ら
激
し 

 
 

 
 

く
突
く
。
是
れ
に
て
五
郎
板
を
踏
み
は 

 
 

 
 

ず
し
縁
の
下
へ
片
足
落
し
痛
さ
に
わ
っ
と
泣 

 
 

 
 

き
入
る 

秋 
 

エ
ヽ
又
メ
ソ
〳
〵
と
始
め
た
ね
、
い
つ
ま
で
も
泣
い
て 

 
 

 

ゐ
る
が
い
ゝ
や 

意
気
地
無
し
奴 

ザ
マ
見
や
ァ 

 
 

 

が
れ
、 
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ト
お
秋
悪
々
し
く
空
う
そ
ぶ
い
て
奥
へ
入
る 

 
 

 
 

五
郎
起
き
上
ら
ん
と
し
て
痛
さ
に
上
ら
れ
ぬ 

 

【
３
７
丁
】 

 
 

 
 

此
の
時
定
吉
出
で
来
り
夫
れ
と
見
て
驚 

 
 

 
 

き
抱
き
上
げ
る 

五
郎
の
向
ふ
ず
ね
よ
り
血 

 
 

 
 

汐
流
れ
居
る
。 

 
 

 
 

第
十
五 

又
復
継
母
の
折
檻
（
お
秋
病
間
） 

 
 

 
 

爰
に
お
秋
寢
床
の
上
に
く
ゝ
り
枕
に
凭
り
病 

 
 

 
 

人
の
体
、
女
中
の
お
作
肩
を
揉
み
、
傍
へ
に
新 

太
郎
居
り
医
者
竹
庵
、
藥
を
調
合
な
し
終 

り
し
体
。 

竹 
 

御
新
造
様
是
れ
が
煎
じ
薬
で
厶
る
が
早
速
召
し 

 
 

 

上
っ
た
ら
お
熱
も
取
れ
る
で
厶
ら
う
。 

秋 
 

夫
れ
は
有
難
ふ
厶
ん
す
、
新
太
郎
や
此
の
お
薬
を 

 
 

 

台
所
へ
持
っ
て
行
っ
て
五
郎
に
急
い
で
煎
じ
て
来 

 

【
３
７
丁
裏
】 

 
 

 

る
様
に
云
ひ
つ
け
て
た
も
い
の
、 

作 
 

イ
ヱ
、
お
薬
な
ら
私
が
煎
じ
て
参
り
ま
せ
う 

秋 
 

イ
ヱ
お
前
で
は
い
け
な
い
ん
だ
よ
、
新
坊
早
く
持 

 
 

 

つ
て
お
出
と
云
ふ
に 

新 
 

ア
イ
〳
〵 

 
 

 
 

ト
新
太
郎
薬
包
を
持
ち
下
手
へ
退
場 

秋 
 

そ
れ
か
ら
先
生
、
妾
此
頃
ち
っ
と
も
眠
れ
な
く
て
困 

 
 

 

る
ん
で
す
が
、
お
宝
は
い
く
ら
掛
っ
て
も
構
ひ
ま
せ
ぬ 

 
 

 

程
に
夜
眠
ら
れ
る
様
な
良
い
御
薬
は
厶
ん
せ
ぬ 

 
 

 

か
へ 

竹 
 

そ
り
や
無
い
事
も
厶
り
ま
せ
ぬ
が
睡
り
薬
と
申
す 

 
 

 

と
お
上
か
ら
御
法
度
の
秘
蔵
で
容
易
に
差
上
げ
る 

 

【
３
７
丁
裏
】 

 
 

 

お
薬
で
は
厶
ら
ぬ
が
外
な
ら
ぬ
こ
ち
ら
様
の
事
故 

 
 

 

極
内
々
で
調
合
致
す
が
其
の
代
り
一
腹
以
上
召
し
上 

る
と
大
変
な
毒
に
な
り
ま
す
か
ら
な
、 

其
辺
は
よ
く
〳
〵
御
注
意
を
な
さ
ら
ん
と
な
、 

秋 
 

エ
ツ
、
夫
れ
ぢ
や
毒
に
…
…
ま
あ
左
様
で
厶
ん
す
か 

 
 

 

そ
う
云
ふ
御
薬
な
ら
度
々
と
申
し
て
も
御
面
倒
で 

 
 

 

厶
さ
ん
せ
う
か
ら
五
六
服
一
辺
に
御
調
合
を
御
頼 

 
 

 

み
申
し
ま
す
る
、 
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竹 
 

承
知
致
し
た
、
で
は
明
日
に
で
も
早
速
御
届
け
申 

 
 

 

さ
う
、
愚
老
は
是
れ
で
お
暇
仕
る 

 
 

 
 

ト
是
に
て
お
秋
は
お
作
に
命
じ
お
作
薬
札
を 

 
 

 
 

持
ち
竹
庵
を
送
り
両
人
退
場 

 

【
３
８
丁
裏
】 

 
 

 
 

入
れ
違
ひ
に
五
郎
茶
碗
を
盆
に
載
せ
ビ
ッ 

 
 

 
 

コ
を
引
き
〳
〵
出
来
り 

五 
 

お
母
様
お
薬
を
煎
じ
て
参
り
ま
し
た
。 

秋 
 

オ
ヽ
五
郎
か
い
、
御
苦
労
だ
っ
た
ね
へ
、
気
の
毒
だ 

 
 

 

が
爰
へ
持
っ
て
来
て
お
呉
れ
、
オ
ヤ
〳
〵
お 

 
 

 

前
妙
な
足
つ
き
を
し
て
何
を
愚
圖
々
々
し
て
居
る
ん 

 
 

 

だ
へ
、
薬
が
醒
め
て
仕
舞
ふ
じ
や
な
い
か
、 

 
 

 
 

五
郎
傍
へ
寄
り 

五 
 

で
は
お
母
様
お
薬
を
御
召
し
な
さ
り
ま
せ 

秋 
 

ア
ヽ
有
難
ふ
よ
、 

 
 

 
 

ト
薬
茶
碗
を
取
る
振
り
を
し
て
わ
ざ
と
叩 

 
 

 
 

き
落
す 

 

【
３
９
丁
】 

五 
 

ア
ッ
、
飛
ん
だ
粗
匇
を
致
し
ま
し
た
、 

 
 

 
 

と
畳
を
拭
ふ
を
お
秋
屹
度
睨
み
附
け
、 

秋 
 

何
だ
え
、
粗
匇
だ
っ
て
空
々
し
い
事
を
御
云
ひ
で
無 

 
 

 

い
よ
、
お
前
は
大
方
な
ん
だ
ら
う 

妾
と
は
な
さ 

 
 

 

ぬ
仲
故
邪
魔
し
て
な
ら
ぬ
故
一
日
で
も
早
く
死
ぬ
が 

 
 

 

し
と
薬
を
呑
ま
せ
ま
い
と
わ
ざ
と
落
し
た
に
違 

 
 

 

ひ
な
い
、 

五 
 

イ
ヱ
〳
〵
何
で
其
の
様
な
事
が
厶
り
ま
せ
う
、
御
免 

 
 

 

な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ
う
、 

秋 
 

御
免
な
さ
い
は
聞
き
あ
い
た
、
サ
ァ
爰
へ
御
出
で
エ
ヽ 

 
 

 

強
情
な
子
だ
ね 

お
出
で
っ
た
ら
来
な
い
か
へ 

 
 

 
 

ト
床
よ
り
這
ひ
出
し
襟
髪
を
取
っ
て
引
き
付 

 

【
３
９
丁
裏
】 

 
 

 
 

け 

秋 
 

お
前
の
様
な
強
情
な
奴
は
斯
う
し
て
や
る
か
ら 

 
 

 

覚
え
て
お
置
き
よ 

 
 

 
 

ト
五
郎
の
詫
び
入
る
の
も
構
は
ず
煙
管
で
散 

 
 

 
 

々
に
ぶ
ち
据
え 

秋 
 

エ
ヽ
モ
ウ
顔
見
る
の
も
病
気
に
さ
わ
る
早
く
あ
っ
ち 
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へ 

（
ト
突
き
放
ち
） 

行
き
く
さ
れ 

 
 

 
 

ト
憎
々
し
き
云
ひ
分
、
五
郎
わ
っ
と
泣
き 

 
 

 
 

入
る
。 

 
 

 
 

第
十
六 

孝
子
雪
中
に
水
行
す
（
井
戸
端
と
台
所
） 

竹
本
…
…
冷
後
の
雲
は
次
第
に
降
り
積
り
身
内
も 

 
 

 
 

凍
る
真
夜
中
過
ぎ
五
郎
は
そ
っ
と
忍
び 

 

【
４
０
丁
】 

 
 

 
 

足
四
辺[

ア
タ
リ]
伺
ひ
独
り
言 

 
 

 
 

ト
勝
手
口
を
明
け
五
郎
は
忍
び
出
で
四
辺
伺
ひ
独
り 

 
 

 
 

言 

五
（
詞
）
あ
ゝ
寒
い
な
ァ
（
デ
雪
）
斯
ふ
し
て
毎
晩
お
母
様 

 
 

 
 

の
病
気
を
直
さ
う
と
八
幡
様
へ
願
を
掛
け
今
日
で
七 

 
 

 
 

日
の
満
願
に
少
し
の
利
目
も
無
い
と
云
ふ
の
は
神
様
も 

 
 

 
 

此
の
世
に
は
無
い
も
の
か
情
無
い
事
ぢ
や
な
あ
、 

竹
本
…
…
母
を
思
ひ
身
を
か
こ
ち
神
を
怨
む
ぞ 

 
 

 
 

哀
れ
な
る
、
五
郎
は
屹
度
心
を
定
め 

五
（
詞
）
否
々
夫
だ
今
晩
一
晩
あ
る
も
の
を
勿
体
な
や
神
様 

 
 

 
 

を
御
怨
み
申
す
は
恐
ろ
し
い 

少
し
も
早
く
御
願
ひ 

 
 

 
 

申
さ
う 

そ
う
ぢ
や
〳
〵 

 

【
４
０
丁
裏
】 

竹
本
…
…
然
う
ぢ
や
〳
〵
と
健
気
に
も
寒
を
厭
は
ず 

 
 

 
 

脱
ぎ
捨
て
る
衣
類
も
何
の
身
一
つ
に
震
へ
る 

 
 

 
 

足
を
踏
み
し
め
〳
〵
素
足
に
凍
る
井
戸
の 

 
 

 
 

側 
 

 
 

 

ト
五
郎
は
衣
類
を
脱
ぎ
捨
て
凍
る
双
手
を
口 

 
 

 
 

に
当
て
震
へ
乍
ら
井
戸
側
へ
寄
り
合
掌
な
し 

五
（
詞
）
も
う
し
八
幡
様
何
う
か
お
母
様
の
御
心
触
け
一
日
も 

 
 

 
 

早
く
御
病
気
を
御
癒
し
な
さ
れ
て
下
さ
り
ま
せ
、 

 
 

 
 

南
無
八
幡
様
々
々
々
々
々 

竹
本
…
…
一
心
な
っ
た
る
孝
子
の
願
望
、
因
果
は
巡 

 
 

 
 

る
車
井
戸
、
汲
み
上
げ
汲
み
上
げ
打 

 
 

 
 

か
ぶ
る
五
郎
は
声
を
振
り
絞
り 

 

【
４
１
丁
】 

五
（
詞
）
南
無
八
幡
様
々
々
々
々
々
、
願
ひ
を
叶
へ
て
下
さ 

 
 

 
 

り
ま
せ
、
御
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
る
、 

竹
本
…
…
又
も
立
寄
り
く
る
〳
〵
〳
〵
水
は
肌
を 

 
 

 
 

釘
氷 

今
は
堪
え
兼
ね
よ
ろ
〳
〵
〳
〵 
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倒
れ
伏
し
た
る
有
様
は
無
惨
と
云
ふ 

 
 

 
 

も
哀
れ
な
り
。 

 
 

 
 

此
方
は
そ
れ
を
白
河
の
夢
を
破
ら
れ
定 

吉
が
…
… 

と
定
吉
布
子
の
〝
寝
巻
き
〟
を
着
て
上
手
よ
り 

寝
呆
け
顔
に
て
出
で
来
り
。 

定
（
詞
）
ア
ヽ
（
ト
欠
伸
）
好
い
心
持
に
寝
つ
い
た
が
宵 

 
 

 
 

に
一
杯
や
っ
た
せ
い
か
小
用
が
近
く
な
っ
て
な
ん
ね
へ 

 

【
４
１
丁
裏
】 

 
 

 
 

ド
レ
一
ぬ
き
し
て
来
や
う
か 

竹
本
…
…
つ
ぶ
や
き
〳
〵
立
寄
る
戸
口
、
明
く
れ
ば 

 
 

 
 

サ
ツ
ト
吹
込
む
雪 

 
 

 
 

ト
定
吉
が
雨
戸
を
明
け
る
と
外
よ
り
雪
吹
き 

 
 

 
 

込
む
、
定
吉
は
恟
り
飛
び
退
き 

定
（
詞
）
お
ゝ
寒
い
…
…
ヤ
ッ
何
時
の
間
に
か
大
層 

 
 

 
 

積
り
や
ァ
が
っ
た
な
、
道
理
で
身
内
が
冷
え
る
筈 

 
 

 
 

だ 

竹
本
…
…
折
か
ら
聞
ゆ
る
水
の
音 

定
（
詞
）
此
奴
は
妙
だ
、
真
夜
中
に
水
の
音
ど
う
や
ら
井 

 
 

 
 

戸
の
方
角
だ
が
不
思
議
な
事
も
あ
る
も
ん
だ
な 

竹
本
…
…
不
審
乍
ら
に
透
し
見
る 

 

【
４
２
丁
】 

 
 

 
 

爰
に
五
郎
再
び
水
を
浴
び
倒
れ
居
る
体 

 
 

 
 

勝
手
口
よ
り
定
吉
首
を
出
し
伺
ひ
居
る 

五
（
詞
）
今
日
が
七
日
の
大
事
な
満
願
斯
う
し
て
は
居
ら
れ
ぬ
処 

 
 

 
 

も
う
し
八
幡
様
假
令
此
の
身
は
何
う
な
ら
う
共 

 
 

 
 

一
命
代
へ
て
母
様
の
御
病
気
癒
し
て
下
さ
り
ま
せ 

 
 

 
 

南
無
鎌
倉
八
幡
様
々
々
々
々
々
々
々
。 

竹
本
…
…
唱
ふ
る
声
も
う
ら
が
れ
て
よ
ろ
ぼ
い
〳
〵 

 
 

 
 

立
上
り
又
取
り
縋
る
井
戸
の
綱[

ツ
ナ]

、
夫
れ
と 

 
 

 
 

見
る
よ
り
定
吉
は 

定
（
詞
）
ヤ
ツ
五
郎
さ
ん
だ 

ト
飛
ん
で
も
ね
へ
事
を
し
ち 

 
 

 
 

や
な
ん
ね
へ
ぜ 

 
 

 
 

 

ト
抱
き
留
め
る 

 

【
４
２
丁
裏
】 

五
（
詞
）
イ
ヱ
〳
〵
放
し
て
〳
〵 

竹
本
…
…
留
め
る
を
突
き
放
け
振
放
し
孝
子
の
一 
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念
汲
み
上
る
、
水
は
氷
か
雪
の
中
、
ザ
ン
ブ
と 

 
 

 
 

浴
ぶ
れ
ば
定
吉
も
共
に
濡
れ
鷺
、
堂 

 
 

 
 

を
伏
し
、
震
え
乍
ら
も
志
か
と
抱
き
据
へ 

定
（
詞
）
コ
ウ
〳
〵
五
郎
さ
ん
、
滅
多
な
眞
似
を
し
ち
や
ァ
な 

 
 

 
 

ら
ね
へ
よ
、 

五 

〃 

オ
ヽ
お
前
は
定
さ
ん 

留
め
ず
に
放
し
て
下
さ
り
ま
せ 

定 

〃 

ま
あ
〳
〵
待
ち
ね
へ
、
コ
ウ
五
郎
さ
ん
お
前
は
ま
あ 

 
 

 
 

何
と
云
ふ
感
心
な
子
だ
ら
う
な 

 
 

 
 

今
彼
処
で
聞
い
て
ゐ
た
が
此
の
寒
中
に
水
を
浴
び
大 

事
な
命
を
捨
て
ゝ
迠 
あ
の
継
母
の
病
気
を
ば 

 

【
４
３
丁
】 

 
 

 
 

怨
み
も
せ
ず
に
癒
さ
う
た
あ
実
に
見
上
げ
た
此
方[

コ
ナ
タ]

の 
 

 
 

 

孝
心
、
俺
ァ
聞
い
て
ゐ
て
さ
え
悲
し
く
っ
て
泪
の
と
ゞ
め
が
あ 

 
 

 
 

り
ァ
し
な
い
、
其
の
孝
行
な
一
心
で
ア
ヽ
鬼
の
様
な
継
母 

 
 

 
 

の
い
か
な
邪
慳
の
角
も
折
れ
病
気
が
直
る
に
違
ひ
ね 

 
 

 
 

へ
か
ら
最
う
そ
れ
で
沢
山
だ 

 
 

 
 

恁
那
眞
似
し
て
此
方[

コ
ナ
タ]

の
身
に
若
し
も
の
事
で
も
あ
っ
た 

 
 

 
 

ら
第
一
お
父
さ
ん
に
不
幸
に
な
る
ぜ 

 
 

 
 

ナ 

解
っ
た
か
へ
、
是
れ
か
ら
俺
の
部
屋
へ
行
き
温
め 

 
 

 
 

て
上
げ
よ
う
か
ら
内
へ
這
入
っ
て
寢
る
が
い
ゝ
よ 

五
（
詞
）
あ
い
そ
れ
ぢ
や
定
さ
ん
今
夜
の
事
は
父
さ
ん
に
も
母 

さ
ん
に
も
外
の
人
に
も
内
所
に
し
て
話
を
す
る
の
は
止
し
て 

下
さ
り
ま
せ
、 

 

【
４
２
丁
裏
】 

定
（
詞
）
可
い
共
〳
〵
俺
ァ
決
し
て
誰
に
も
云
や
し
ね
へ
か 

 
 

 
 

ら
安
心
を
す
る
が
い
ゝ
や
、
何
に
し
て
も
此
の
態
ぢ 

 
 

 
 

や
仕
様
が
無
い
、
オ
ヽ
幸
ひ
俺
の
是
れ
を
着
る
が
い 

 
 

 
 

ゝ
や
、 

五 

〃 

だ
っ
て
そ
れ
ぢ
や
定
さ
ん
が
寒
い
だ
ら
う 

定 

〃 

何
の
、
お
前
さ
ん
に
較
べ
り
や
寒
い
事
が
あ
る
も
の 

 
 

 
 

か
ね 

サ
ア
サ
ア
早
く
着
る
が
い
ゝ
ぜ 

五 

〃 

定
さ
ん
、
お
前
の
親
切
は
忘
れ
ま
せ
ぬ
、
此
の
通
り 

 
 

 
 

御
禮
を
申
上
げ
ま
す
る
、 

竹
本
…
…
冷
え
る
手
先
に
伏
拝
む
定
吉
堪
ら
ず 

 
 

 
 

抱
き
寄
せ 

定
（
詞
）
オ
ヽ
ツ
、
五
郎
さ
ん 

勿
体
ね
へ
〳
〵
お
前 

 

【
４
３
丁
】 
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さ
ん
に
其
那
事
を
さ
れ
ち
や
俺
ら
に
罰
が
あ
た 

 
 

 
 

り
ま
す
よ
、
サ
ァ
負
ふ
テ
上
げ
る
か
ら
背
中 

 
 

 
 

へ 
 

 
 

 
 

 
 

（
竹
本
了
） 

 
 

 
 

 
 

 

～
此
の
間
台
本
二
頁
無
し
。 

 
 

 
 

 
第
十
七 

お
秋
愈
々
五
郎
を
憎
む
（
元
の
病
間
） 

 
 

 
 

 
 

 
～
写
真
に
て
宜
敷
く
頼
み
舛
。 

定 
 

エ
ヽ
い
ゝ
方[
ホ
ウ]

だ
っ
て
其
奴
ァ
い
け
ね
へ
、
い
っ
そ
の 

 
 

 

事
早
く
、
く
た
ば
っ
て
…
…
否
何
早
く
癒
ら 

 
 

 

な
く
ち
や
い
け
や
せ
ん
ね 

秋 
 

オ
イ
〳
〵
定
吉
、
お
前
一
体
爰
へ
何
し
に
来
た
の
か 

 
 

 

へ 

定 
 

ヘ
イ
実
は
何
で
す
少
し
許
り
お
か
み
さ
ん
の
御 

 

【
４
３
丁
裏
】 

 
 

 

耳
へ
入
れ
て
置
き
度
い
事
が
あ
り
ま
す
ん
で
ね 

 
 

 

お
神
さ
ん
貴
女
の
今
度
の
病
気
は
ね
、
罰
が
当 

っ
た
ん
で
厶
へ
ま
す
ぜ 

秋 
 

何
ん
だ
へ
ね 

罰
だ
っ
て
…
…
お
前
何
を
寢
呆 

け
て
ゐ
る
ん
だ
え
、 

定 
 

成
程
此
れ
許
り
ぢ
や
御
解
り
に
な
り
ま
す
め
へ 

 
 

 

御
話
致
し
や
す
か
ら
ど
う
か
聞
い
て
お
く
ん
な 

 
 

 

せ
へ
ま
し
、
可
愛
相
な
五
郎
は
貴
女
の
病
気 

 
 

 

を
癒
さ
う
と
八
幡
様
へ
願
を
掛
け
昨
晩
も 

 
 

 

あ
の
大
雪
の
中
で
裏
の
井
戸
端
へ
出
て
水
を
浴
び 

 
 

 

自
分
の
凍
え
る
の
も
忘
れ
て
一
心
不
乱
に
信
心
を 

 
 

 

し
て
ゐ
な
さ
る
ぢ
や
厶
へ
ま
せ
ん
か
其
那[

ソ
ン
ナ]

孝 
 

【
４
４
丁
】 

 
 

 

行
な
息
子
さ
ん
が
何
処
の
国
に
あ
り
ま
す
へ 

 
 

 

夫
れ
も
知
ら
ず
に
毎
日
々
々 

 
 

 
 

◎
此
の
間
台
本
抜
け
あ
り
写
真
に
て
宜
敷
く 

五 
 

お
母
さ
ま
何
ぞ
御
用
で
も
厶
り
ま
す
る
か 

秋 
 

オ
ヽ
五
郎
か
其
処
ぢ
や
話
が
出
来
な
い
か
ら
此
方
へ 

 
 

 

御
這
入
り
よ
、 

五 
 

ハ
イ 

 
 

 
 

ト
怖
る
〳
〵
座
敷
へ
這
入
り
隅
の
方
へ
手
を
支
へ 

 
 

 
 

る 

秋 
 

ま
あ
も
っ
と
此
方
へ
寄
っ
て
お
呉
れ
よ
、
今
定
吉 

 
 

 

に
聞
け
ば
お
前
は
水
ま
で
浴
び
て
信
心
を
し
て
お 

 
 

 

呉
れ
だ
そ
う
だ
ね 

一
体
そ
り
や
誰
の
爲
に
す 
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【
４
３
丁
裏
】 

 
 

 
る
ん
だ
え 

五 
 

エ
ツ
そ
れ
ぢ
や
ァ 

あ
の
定
さ
ん
が
、
実
は
母
様 

 
 

 

の
御
病
気
が
一
日
も
早
く
癒
り
ま
す
様
に
、 

秋 
 

お
黙
り
よ
、
何
だ
っ
て
私
の
病
気
が
癒
る
様
だ 

っ
て
、
ヘ
ン
お
前
の
信
心
は
そ
う
ぢ
や
無
か
ら
う 

継
し
い
仲
の
私
故
一
日
も
早
く
死
ぬ
が
―
と
呪
っ
て
水 

を
浴
び
た
ん
で
あ
ら
う
が
な 

五 
 

否
々
何
で
そ
の
様
な
事
が
厶
り
ま
せ
う 

秋 
 

い
え
〳
〵
そ
う
ぢ
や
〳
〵
呪
ひ
殺
さ
う
と
し
た
に 

 
 

 

違
い
無
い
、
よ
く
も
〳
〵
小
供
だ
て
ら
に
大
胆 

 
 

 

な
そ
の
様
な
事
を
し
く
さ
っ
て
、
爰
へ
来
て
殺 

 
 

 

し
て
お
呉
れ
、
早
く
此
処
へ
御
出
と
云
ふ
に 

 

【
４
４
丁
】 

五 
 

ア
レ
御
母
さ
ま 

ど
う
か
勘
忍
し
て
下
さ
い
ま
せ 

秋 
 

堪
忍
も
好
く
出
来
た 

サ
ァ
此
処
へ
来
な
い
か
へ 

 
 

 

エ
ヽ
剛
情
な
畜
生
だ
ね 

 
 

 
 

ト
傍
ら
の
鉄
瓶
を
投
げ
る
、
鉄
瓶
の
蓋
五
郎 

 
 

 
 

の
眉
見
へ
当
り
血
汐
流
れ
る
。 

 
 

 
 

五
郎
ア
ッ
と
叫
び
転
ぶ
、
定
吉
跳
り
出
で
五 

 
 

 
 

郎
を
抱
き
起
し 

定 
 

オ
ヽ
ツ
五
郎
さ
ん 

タ
大
変
な
怪
我
を
仕
な
す
っ
た
ナ 

 
 

 

ヤ
イ
鬼
婆
奴
、
罰
当
り
奴
、
よ
く
も
俺
を
欺
し
た 

 
 

 

上
五
郎
さ
ん
に
迠
乱
暴
な
真
似
を
仕
や
ァ
が
っ
た 

 
 

 

な 
 

 
 

 

ト
五
郎
袖
を
引
く 

 

【
４
４
丁
裏
】 

定 
 

い
ゝ
よ
〳
〵
五
郎
さ
ん
、
心
配
し
な
さ
ん
な
、
恁
那 

 
 

 

悪
婆
に
や
あ
…
…
ヤ
イ
く
た
ば
り
損
ね
へ 

 
 

 

貴
様
の
餓
鬼
の
新
太
郎
に
や
お
蠶
く
る
み
の 

 
 

 

栄
耀
栄
華
、
如
何
に
生
さ
ぬ
仲
た
あ
云
へ
此 

 
 

 

の
寒
空
に
、
五
郎
さ
ん
に
や
汚
れ
腐
っ
た
袷
一
枚 

 
 

 

そ
れ
さ
へ
、
我
慢
を
し
て
ゐ
る
に
疵
迠
付
け
る
た
あ
何 

 
 

 

事
だ
。
も
う
了
簡
な
ら
ね
へ
ぞ
…
…
五
郎
さ 

 
 

 

ん 

打
捨
っ
て
置
き
ね
へ
と
云
ふ
に
。 

秋 
 

オ
イ
〳
〵
定
吉
、
油
か
す
で
も
な
め
た
と
見
え
て 

 
 

 

大
層
口
が
達
者
だ
ね
、
妾
し
や
お
前
の
主
人
だ 
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よ
、
失
禮
な
事
を
御
言
で
な
い
よ
。 

定 
 

何
、
主
人
だ
と
、
イ
ヽ
ヤ 

今
日
か
ら
立
派
に
暇 

 

【
４
５
丁
】 

 
 

 

を
貰
っ
た
。
暇
さ
へ
取
り
や
五
分
と
五
分
、
是
れ 

 
 

 

か
ら
は
俺
が
相
手
だ 

五
郎
さ
ん
の
代
り
に
貴
様 

 
 

 

の
面
を
叩
き
破
る
か
ら
然
う
思
へ 

五 
 

ア
レ
定
さ
ん
待
っ
て
お
呉
れ
皆
私
が
悪
い
ん
だ 

 
 

 

か
ら
、
ど
う
か
我
慢
を
し
て
下
さ
れ
や 

定 
 

も
う
堪
忍
袋
が
は
ち
切
れ
た
ん
だ
放
し
て
呉 

 
 

 

ん
ね
え
、
放
し
て
呉
ん
ね
え 

 
 

 
 

ト
定
吉
が
立
上
り
お
秋
に
打
っ
て
掛
ら
ん 

 
 

 
 

と
す
る
。
五
郎
其
手
に
縋
り
留
め
ん
と
す 

 
 

 
 

る
、
此
時
女
中
の
お
作
出
来
り
五
郎
と
共 

 
 

 
 

に
一
生
懸
命
に
て
定
吉
を
無
理
に
一
間
へ
連 

 
 

 
 

れ
去
る 

 

【
４
５
丁
裏
】 

秋 
 

え
ゝ
い
ま
〳
〵
し
い
畜
生
だ
、
今
に
ど
う
す
る
か
見 

 
 

 

や
あ
が
れ 

 
 

 
 

ト
此
時
上
手
よ
り
新
太
郎
藥
包
み
を
入
れ 

 
 

 
 

た
る
袋
を
持
ち
出
で
来
り 

新 
 

お
母
さ
ん 

今
お
医
者
様
か
ら
此
の
眠
り
藥
が 

 
 

 

届
い
た
よ 

秋 
 

オ
ヽ
御
苦
労
だ
っ
た
ね
、
サ
ァ
〳
〵
此
方
へ
御
出
で 

 
 

 

お
前
は
五
郎
と
違
ひ
本
当
に
孝
行
者
、
さ
あ 

 
 

 

此
の
御
菓
子
を
御
召
り
よ
、 

新 
 

そ
れ
か
ら
ね
、
御
医
者
様
の
云
ふ
に
は
此
の
薬
は 

 
 

 

強
い
薬
だ
か
ら
、
た
ん
と
呑
む
と
命
に
係
る
っ
て 

 
 

 

そ
う
云
っ
て
皈
っ
た
よ
、 

 

【
４
６
丁
】 

秋 
 

ア
ヽ
然
う
か
い
、 

 
 

 
 

ト
菓
子
を
出
し
て
小
供
に
与
へ
る
。 

 
 

 
 

第
十
八 

孝
子
身
を
投
げ
ん
と
す
（
由
井
ヶ
浜
） 

 
 

 
 

爰
へ
五
郎
は
腹
空
し
て
よ
ろ
〳
〵
と
泣
く
〳
〵 

 
 

 
 

出
で
来
り
四
辺[

ア
タ
リ]

を
見
廻
し
小
石
を
拾
ひ
袂 

 
 

 
 

に
入
れ
傍
ら
の
岩
に
立
ち
、 

五 
 

お
父
さ
ん
ど
う
か
勘
忍
し
て
下
さ
い
ま
し
南
無
阿 

弥
陀
仏
。 
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ト
將
に
斯
う
よ
と
見
え
た
る
時
此
の
前
よ 

 

り
行
光
の
義
弟
新
藤
国
光
仝
女
房
お 

 

り
つ
来
り 

此
の
体
を
見
て
驚
き 

 
国
光
急
ぎ
五
郎
を
抱
き
留
む
、 

 

【
４
６
丁
裏
】 

国 
 

五
郎
ぢ
や
な
い
か 

ト
飛
ん
で
も
無
い
事
を
す
る
ぢ 

 
 

 

や
無
い
か 

五 
 

エ
ヽ 

こ
な
た
は
叔
父
さ
ん
放
し
て
殺
し
て
下
さ
り 

 
 

 

ま
せ
、 

国 
 

馬
鹿
な
事
を
云
は
な
い
で
、
エ
ヽ
待
て
と
云
ふ 

 
 

 

た
ら
待
ち
ね
へ
、
コ
レ
お
り
つ 
五
郎
を
確
か 

 
 

 

り
押
へ
て
居
れ
、 

 
 

 
 

ト
岩
上
よ
り
砂
地
へ
突
き
や
る
。 

 
 

 
 

お
り
つ
下
に
て
抱
き
留
め
る
。 

 
 

 
 

国
光
も
續
い
て
飛
び
降
り
る 

お
り
つ 

五
郎
や
、
お
前
は
ま
あ 

何
だ
っ
て
恁
那
真
似 

 
 

 

を
お
仕
な
ん
だ
へ 

 

【
４
７
丁
】 

国 
 

大
方
深
い
訳
が
あ
ら
う
が 

此
の
叔
父
さ
ん
が 

 
 

 

目
付
け
た
上
は
決
し
て
死
ぬ
に
は
及
ば
ぬ
ぞ
よ
、 

お
り
つ 

お
や
、
此
の
子
は
ま
あ
大
層
痩
せ
細
っ
て
何 

 
 

 

う
し
た
と
云
ふ
ん
だ
へ 

国 
 

ア
ツ
、
お
り
つ
五
郎
を
見
や
五
郎
の
額
に
大
変 

 
 

 

な
疵
が
あ
る
ぜ 

お
り
つ 

ま
あ
ど
う
し
て
恁
那
怪
我
を
お
仕
な
ん
だ
へ
、
泣 

 
 

 

い
て
ゐ
て
は
仕
方
が
無
い
、
サ
ァ
訳
を
お
話
よ
、 

国 
 

訳
を
聞
く
に
や
及
ば
ぬ
、
此
奴
ァ
て
っ
き
り
鬼
婆
の 

仕
事
に
違
ひ
無
い
、
如
何
に
生
さ
ぬ
仲
と
は
云 

へ
、
ひ
ど
い
事
を
し
や
あ
が
っ
た
な 

五 
 

ア
ヽ
叔
父
さ
ん
此
の
疵
は
棚
か
ら
鍋
が
落
ち
た 

 

【
４
７
丁
裏
】 

 
 

 

の
で
厶
り
ま
す
る
、 

国 
 

い
や
〳
〵
お
前
が
い
く
ら
隠
し
て
も
俺
に
や
ち
や
ん
と 

 
 

 

分
っ
て
ゐ
る
。
モ
ウ
今
日
と
云
ふ
今
日
は
了
簡 

 
 

 

な
ら
ね
へ
、
オ
イ
お
り
つ
、
俺
は
五
郎
を
内
へ 

 
 

 

連
れ
て
行
か
う
、
お
前
は
是
か
ら
雪
の
下
へ
行
っ
て 

 
 

 

兄
貴
を
直
ぐ
に
連
れ
て
来
い
、 
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お
り
つ 

ア
ヽ
よ
う
厶
ん
す
、
夫
れ
ぢ
や
五
郎
を
頼
み
ま 

 
 

 

し
た
よ
、 

 
 

 
 

ト
行
か
ん
と
す
る
、 

五 
 

ア
ヽ
叔
母
さ
ん
待
っ
て
下
さ
い
ま
し 

 
 

 
 

ト
縋
り
付
く
を 

国 
 

ア
ヽ
コ
レ
お
前
は
俺
と 

 

【
４
８
丁
】 

 
 

 
 

ト
無
理
に
引
戻
し 

国 
 

一
所
に
来
る
の
ぢ
や 

 
 

 
 

第
十
九 

往
来
中
で
兄
妹
喧
嘩
（
雪
の
下
町
端
れ
） 

り
つ 

エ
ヽ
お
前
は
兄
さ
ん 

妾
し
や
口
惜
し
い
、 

 
 

 

直
ぐ
に
内
へ
来
て
お
く
れ
よ
、 

行 
 

ヱ
ヽ
お
前
は
妹
、
何
だ
め
そ
〳
〵
泣
き
だ
し
て 

 
 

 

ア
ヽ
解
っ
た
。
又
相
変
ら
ず
夫
婦
喧
嘩
だ
な 

り
つ 

何
で
も
い
ゝ
よ 

内
へ
さ
へ
来
り
や
解
る
ん
だ
か
ら 

 
 

 

サ
ァ
妾
と
一
緒
に
来
て
お
呉
れ
よ
、 

 
 

 
 

ト
お
り
つ
行
光
を
引
張
り
両
人
爭
ひ
乍
ら 

 
 

 
 

退
場
。 

 
 

 
 

木
蔭
よ
り
右
馬
之
丞
出
で 

 

【
４
８
丁
裏
】 

右 
 

今
の
は
慥
か
に
聟
の
行
光
、
偖
て
は
兄
妹
い
さ 

 
 

 

か
い
、
コ
レ
ヤ
仲
裁
を
出
ず
ば
な
る
ま
い 

 
 

 
 

ト
右
馬
之
丞
両
人
の
跡
を
遂
ふ
。 

 
 

 
 

第
二
十 

舅
嫁
の
悪
心
に
怒
る
（
国
光
住
居
） 

 
 

 
 

爰
に
火
鉢
を
挟
ん
で
国
光
五
郎
対
話 

国 
 

五
郎
よ
く
打
ち
明
け
て
話
し
て
呉
れ
た
、
実
に
お 

 
 

 

前
は
感
心
な
者
だ
、
今
お
父
さ
ん
を
呼
び
に
や 

 
 

 

っ
た
程
に
俺
が
充
分
云
っ
て
聞
か
せ
て
お
前
は 

 
 

 

内
へ
引
取
る
か
ら
マ
ア
安
心
す
る
が
い
ゝ
ぜ
、 

五 
 

有
難
ふ
厶
り
ま
す
、
だ
が
叔
父
さ
ん
お
母
さ
ま 

 
 

 

は
ど
う
か
悪
く
云
は
無
い
で
下
さ
い
ま
せ 

国 
 

エ
ッ 

コ
リ
ヤ
五
郎 

散
々
い
ぢ
め
ら
れ
た
上
未
だ 

 

【
４
９
丁
】 

 
 

 

あ
ん
な
こ
と
を
云
ふ
の
か
や 

 
 

 

ま
あ
い
ゝ
か
ら
万
事
は
叔
父
さ
ん
に
任
せ
て
置 

 
 

 

け
、
オ
ヽ
ヤ
ツ
ト
茶
が
沸
い
た
。
嘸
腹
が
空
い
た 

 
 

 

だ
ろ
う
、
サ
ア
是
を
持
っ
て
奥
へ
行
き
腹
一
杯 
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食
ふ
が
好
い
ぞ
や
、 

五 
 

夫
れ
ぢ
や
、
叔
父
さ
ん
御
馳
走
に
な
り
ま
す
、 

 
 

 
 

ト
土
瓶
を
持
ち
奥
へ
入
る
。 

国 
 

夫
れ
に
付
け
て
も
行
光
は
何
を
し
て
ゐ
や
あ
が
る 

 
 

 

ん
だ
ら
う
、 

 
 

 
 

ト
待
ち
兼
ね
た
る
折
柄
、
無
理
に
行
光 

 
 

 
 

を
引
立
て
ゝ
出
で
来
り
内
へ
入
れ
、 

り
つ 

お
前
さ
ん
や
っ
と
兄
さ
ん
を
連
れ
て
来
た
よ
、 

 

【
４
９
丁
裏
】 

 
 

 
 

ト
云
へ
ど
国
光
は
苦
り
切
っ
て
居
る
。 

行 
 

国
光
、
其
後
は
無
沙
汰
を
し
て
済
ま
ぬ 
又
何
か 

 
 

 

夫
婦
喧
嘩
で
も
仕
た
様
だ
が
、
知
っ
て
の
通
り 

 
 

 

の
お
り
つ
の
我
侭
、
何
う
か
私
に
免
じ
て
許
し
て 

 
 

 

や
っ
て
呉
れ
、 

国 
 

喧
し
い
や
い
、
誰
が
夫
婦
喧
嘩
を
し
た
と
云
ふ
の
だ
へ 

行 
 

ホ
ゝ
、
大
層
機
嫌
が
悪
い
が
云
ふ
事
が
あ
る
な
ら 

 
 

 

綺
麗
さ
っ
ぱ
り
と
云
ふ
て
呉
れ
た
が
好
い
ぢ
や
あ 

 
 

 

な
い
か
、 

国 
 

ヤ
イ
行
光
、
一
体
ア
ノ
五
郎
は
ど
う
す
る
心
算
り 

 
 

 

な
ん
だ
。
殺
す
な
ら
一
思
ひ
に
何
故
殺
し
て
や 

 
 

 

ら
ぬ 

成
程
お
前
は
森
川
右
馬
之
丞
と
云 

 

【
５
０
丁
】 

 
 

 

ふ 

父[

ト
ツ]

さ
ん
に
恩
に
な
っ
た
義
理
も
あ
ら
う
が 

 
 

 

か
ゝ
あ
の
尻
に
敷
か
れ
る
の
も
大
概
に
し
て
置
き 

 
 

 

な
さ
れ
、 

行 
 

コ
ウ
〳
〵
国
光
、
藪
か
ら
棒
に
そ
ん
な
事
を
云
は 

 
 

 

れ
て
は 

私
に
は
サ
ッ
パ
リ
訳
が
解
ら
ぬ
が
。 

国 
 

そ
う
解
ら
な
い
？ 

だ
か
ら
腰
抜
け
の
意
気 

地
無
し
と
云
ふ
の
ぢ
や
、
マ
ア
好
く
聞
き
な
さ
れ
よ 

可
愛
想
に
五
郎
は
あ
の
鬼
の
様
な
母
親
の 

病
気
を
直
し
度
い
と
云
ふ
一
心
で
雪
の
降
る
真 

夜
中
水
迠
浴
び
て
命
を
か
け
信
心
を
し
て
ゐ
た 

ん
だ
ぞ
、
俺
は
な
ァ 

そ
れ
を
聞
い
た
時
に
は
可 

愛
相
で
〳
〵
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
位
だ
、 

 
 

 

【
５
０
丁
裏
】 

 
 

 

そ
れ
に
ど
う
だ 

あ
の
鬼
婆
奴
は
五
郎
の
額
に 

 
 

 

鉄
瓶
を
投
げ
つ
け
て
大
き
な
疵
を
拵
ら
え
た
ん 
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だ
ぞ 

行 
 

エ
ヽ
ツ 

夫
れ
ぢ
や
鍋
が
落
ち
た
と
云
ふ
た
の
は 

 
 

 
あ
の
お
秋
が
… 

国 
 

未
だ
〳
〵
そ
れ
許
り
ぢ
や
な
い
、
結
局
は
毒 

 
 

 

を
盛
っ
て
五
郎
を
殺
さ
う
と
云
ふ
悪
計
み 

 
 

 

五
郎
が
夫
を
知
っ
た
故 

今
日
で
四
日
と
云
ふ
も 

 
 

 

の
は
干
乾
し
に
さ
れ
て
ゐ
た
ん
だ
ぞ 

行 
 

エ
ヽ
ー
ツ 

国 
 

サ
ァ
是
丈
け
云
へ
ば
用
は
ね
へ 

五
郎
と
親
子
の 

 
 

 

縁
を
切
れ 

今
日
か
ら
俺
が
引
取
っ
て 

 

【
５
１
丁
】 

 
 

 

立
派
に
一
人
前
に
し
て
見
せ
や
う
か
ら
。 

 
 

 

手
前
は
是
か
ら
内
へ
か
へ
ッ
て
嬶
大
明
神
と
祭
っ
て 

 
 

 

朝
晩
拝
ん
で
ゐ
や
あ
が
れ
、 

 
 

 
 

ト
是
に
て
行
光
は
っ
と
俯
向
き
深
い
思
入
れ 

り
つ 

も
し
兄
さ
ん 

お
前
あ
ん
な
に
云
は
れ
て
も 

 
 

 

口
惜
し
く
は
無
い
の
か
へ
、
五
郎
が
由
井 

ヶ
浜
で
身
投
げ
の
所
を
私
達
二
人
が
助
け 

て
来
た
ん
だ
よ
、
そ
れ
も
知
ら
ず
に
の
み
〳
〵 

と
好
く
も
そ
う
し
て
居
ら
れ
る
ね
、
夫
婦
喧 

嘩
所
の
騒
ぎ
ぢ
や
無
い
よ
、
ほ
ん
と
に 

愛
想
も
こ
そ
も
つ
き
果
て
た
よ
、 

 

と
お
り
つ
泣
き
伏
す 

 

【
５
１
丁
裏
】 

行 
 

エ
エ
、
国
光
、
お
り
つ
許
し
て
呉
れ
、
親
身 

 
 

 

な
れ
ば
こ
そ
夫
れ
程
迠
に
云
ふ
て
呉
れ
た 

 
 

 

お
秋
が
毒
を
盛
っ
て
殺
さ
う
と
ま
で
し
た 

 
 

 

事
は
知
ら
な
か
っ
た
。
モ
ウ
〳
〵
我
慢
が
出
来 

 
 

 

ぬ
、
屹
度
、
ら
ち
を
付
け
る
が
そ
れ
迠
五
郎 

 
 

 

を
預
っ
て
置
い
て
下
さ
れ
、
此
の
通
り
私
が 

 
 

 

頼
み
だ
、
二
人
共
許
し
て
呉
れ
、 

国 
 

よ
し
、
そ
う
云
ふ
事
な
ら
待
ち
も
仕
様
が 

 
 

 

一
体
そ
の
始
末
は
何
う
し
て
つ
け
る
の
だ 

右
馬 

ア
イ
ヤ 

其
の
始
末
は
某
が
つ
け
る
で
厶
ら
う 

 
 

 
 

ト
右
馬
之
丞
内
へ
入
る
。 

国 
 

ヤ
ツ
お
前
は
森
川
、
何
で
俺
の
家
へ
這
入 

 

【
５
２
丁
】 
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っ
て
来
た
の
だ 

右 
 

サ
ァ
其
の
御
立
腹
は
御
尤
。
聞
け
ば
聞 

く
程 

恐
ろ
し
い
娘
が
悪
心
、
親
子
の
縁
を 

切
っ
た
上
、
秋
奴
を
成
敗
致
し
て
申
訳
け
仕 

ら
ん
、
何
れ
も
方 

御
免
下
さ
い
、 

行 
 

モ
シ
舅
殿
そ
れ
は
あ
ん
ま
り
短
気
と
云
ふ 

 
 

 

も
の 

 
 

 
 

ト
引
留
め
る
、 

右 
 

エ
ヽ
放
せ
、
放
し
て
呉
れ 

 
 

 
 

ト
行
光
両
人
で
右
馬
之
丞
と
爭
ふ
。 

 
 

 
 

国
光
は
構
は
ず
に
や
れ
と
云
ふ
思
ひ
入
れ
、 

 
 

 
 

此
の
中
五
郎
奥
よ
り
首
を
出
し 
此
の
体 

 

【
５
２
丁
裏
】 

 
 

 
 

に
愕
き
裏
口
の
障
子
明
け
一
目
散
に 

 
 

 
 

走
り
去
る
。 

 
 

 
 

右
馬
之
丞
は
行
光
を
突
き
退
け
走
り 

 
 

 
 

行
く
。 

 
 

 
 

第
二
十
一 

五
郎
母
に
急
を
告
ぐ
（
途
中
と
住
居
） 

 
 

 
 

爰
へ
五
郎
一
散
に
走
り
後
よ
り
右
馬
之 

 
 

 
 

丞 

追
取
刀
に
て
出
来
り
、
同
じ
く
後
よ 

 
 

 
 

り
行
光
、
国
光
、
お
り
つ
の
三
人
別
々
に
走 

 
 

 
 

り
出
で
遠
く
森
蔭
に
隠
れ
る
、 

 
 

 
 

行
光
の
住
居
、 

 
 

 
 

お
秋
は
病
後
の
針
仕
事 

 
 

 
 

五
郎
襖
を
蹴
飛
ば
し
急
ぎ
来
る
。 

 

【
５
３
丁
】 

五 
 

モ
シ
お
母
さ
ん
大
変
で
す
、
今
御
祖
父
さ 

 
 

 

ん
が
御
怒
り
に
な
っ
て
あ
な
た
を
斬
る
と
云 

 
 

 

ふ
て
御
出
で
に
な
り
ま
す 

早
く
逃
げ
て 

 
 

 

下
さ
り
ま
せ
、
早
く
〳
〵
〳
〵
〳
〵 

秋 
 

又
そ
ん
な
嘘
を
云
ふ
て
私
を
愕
か
そ
う
と
す 

 
 

 

る
ん
だ
ね
、
何
て
太
い
奴
だ
ら
う
、
覚
え
て
ゐ 

 
 

 

ろ
、 

 
 

 
 

ト
お
秋
五
郎
を
尺
に
て
打
ち
据
え
る
処 

 
 

 
 

へ
右
馬
之
丞
来
り 

右 
 

己
れ
不
孝
者 

親
が
手
づ
か
ら
成
敗 

 
 

 

致
す 

 
 

 
 

ト
一
刀 

抜
き
放
す 
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【
５
３
丁
裏
】 

五 
 

ア
レ
祖
父
さ
ま
何
う
ぞ
待
っ
て
下
さ
り
ま
せ 

 
 

 
 

ト
縋
り
付
く 

右 
 

危
い
、
退
い
て
呉
れ 

退
け
と
云
ふ
に 

 
 

 
 

ト
振
り
放
し
お
秋
に
斬
り
つ
け
る 

 
 

 
 

お
秋
一
目
散
に
逃
げ
る
、 

 
 

 
 

右
馬
之
丞
後
を
追
ふ
。 

 
 

 
 

五
郎
続
く 

 
 

 
 

行
光
、
国
光
、
お
り
つ
此
の
様
を
見
て
同
じ
く 

 
 

 
 

後
を
追
ふ
。 

 
 

 
 

第
二
十
二 

孝
子
の
一
心
継
母
の
悔
悟 

（
八
幡
宮
石
段
） 

 
 

 
 

お
秋
髪
振
り
乱
し
石
段
に
上
る 

 

【
５
４
丁
】 

 
 

 
 

右
馬
之
丞
お
秋
を
斬
ら
ん
と
追
ふ 

 
 

 
 

さ
は
さ
せ
じ
と
五
郎
止
め
る
。 

 
 

 
 

お
秋
、
右
馬
之
丞 

五
郎
、
暫
し
入
り
乱
れ
て 

 
 

 
 

爭
ふ
。 

 
 

 
 

遂
に
お
秋
石
に
つ
ま
づ
き
転
ぶ
。 

 
 

 
 

右
馬
、
得
た
り
と
斬
り
付
け
ん
と
す
る
一
髪 

 
 

 
 

五
郎
お
秋
の
上
に
伏
し
、
右
馬
の
一
刀
勢 

 
 

 
 

に
余
り
五
郎
の
背
に
真
一
文
字
。 

 
 

 
 

五
郎
ア
ッ
と
倒
る
。 

右 
 

ア
ヽ 

そ
れ
ぢ
や 

五
郎
を
ば 

 
 

 
 

ト
愕
く
、 

 
 

 
 

お
秋
呆
然
た
り
。 

 

【
５
４
丁
裏
】 

 
 

 
 

行
光
、
国
光
来
り
共
に
驚
く 

行 
 

ヤ
ヤ
ッ 

こ
れ
や
五
郎
が
手
疵
を
負
ふ
た 

 
 

 

か
。 

国 
 

エ
イ
ツ
、
お
り
つ
、
早
く
医
者
を
呼
ん
で
来 

 
 

 

い
、
早
く
〳
〵
〳
〵
〳
〵 

り
つ 

ア
イ
〳
〵 

 
 

 
 

ト
お
り
つ
去
る
、 

 
 

 
 

行
光
国
光
五
郎
の
介
抱
を
為
す 

行 
 

コ
レ
五
郎
、
気
を
確
か
り
持
て
、
父
だ
よ 

国 
 

疵
は
浅
い 

確
か
り
し
ろ
〳
〵 
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五 
 

エ
ヽ
、
お
父
さ
ま
、
叔
父
さ
ま
、
そ
う
し
て 

 
 

 

お
母
様
は
？ 

 

【
５
５
丁
】 

行 
 

お
ゝ 
お
秋
は
無
事
だ
か
ら
安
心
し
ろ 

右 
 

コ
レ
孫
よ
、
許
し
て
呉
れ
、
そ
な
た
に
深
手 

 
 

 

を
負
し
た
も
皆
此
の
爺
の
粗
忽
、 

 
 

 

此
の
上
は
身
代
投
げ
捨
て
ゝ
も 

快
抱
さ
せ 

 
 

 

ね
ば
置
か
ぬ
よ
、 

五 
 

ア
ヽ
モ
シ
祖
父
さ
ま
、
あ
な
た
に
科[

ト
ガ]

は
厶 

 
 

 

り
ま
せ
ぬ
、
私
は
元
よ
り
覚
悟
の
上
、
斬 

ら
れ
た
の
で
厶
り
ま
す
る
。 

三
人 

ナ
ヽ
何
と
云
や
る
。 

 
 

 
 

ト
此
よ
り
篠
入
り
。 

五 
 

お
母
さ
ま
の
御
身
代
り
に
死
ぬ
と
思
っ
た
私 

 
 

 

は
本
望
。
只
此
の
上
の
御
願
ひ
に
は
、
最
後[

イ
マ
ワ] 

 

【
５
５
丁
裏
】 

 
 

 

の
際[

キ
ワ]

に
お
母
さ
ま
よ
り
、
五
郎
可
愛
や 

 
 

 

と
た
っ
た
一
言
御
聞
か
せ
下
さ
り
ま
せ
、 

 
 

 

此
れ
が
此
の
世
の
私
の
御
願
ひ
で
厶
り
ま
す
、 

行 
 

エ
ヽ
五
郎 

よ
く
云
ふ
た
。
よ
く
云
ふ
て
呉
れ 

た
。
お
秋
、
今
の
五
郎
の
詞
を
聞
い
た
か 

邪
見
な
親
を
怨
み
も
せ
ず
一
命
捨
て
ゝ
の 

優
し
い
心
。
是
で
も
五
郎
を
憎
い
と
思 

ふ
か 

イ
ヤ
サ 

是
で
も
迷
ひ
が
醒
め
ぬ
か
や 

秋 
 

…
…
…
お
ゝ
そ
う
ぢ
や 

 
 

 

ト
お
秋
落
ち
た
る
一
刀
に
て
自
害
せ
ん 

 
 

 

と
す
る
。
行
光
留
め
、 

行 
 

エ
ヽ
お
秋
、
何
故
お
前
は
自
害
す
る
の
ぢ 

【
５
６
丁
】 

 
 

 

や
、 

秋 
 

何
で
死
ぬ
と
は
お
情
け
無
い
、
今
の
五
郎
の 

 
 

 

一
言
で
今
日
と
云
ふ
今
日
夢
が
醒
め
、
何
の 

 
 

 

生
き
て
居
ら
れ
ま
せ
う
。
五
郎
へ
の
詫
は 

 
 

 

今
目
の
前
で
、
ど
う
ぞ
放
し
て
下
さ
り
ま 

せ
。 

行 
 

エ
ヽ
狼
狽
た
へ
た
か
痴
気
者
奴
、
今
己
れ 

 
 

 

が
死
ん
だ
と
て
五
郎
の
命
が
救
か
る
か
、
此 

 
 

 

の
上 

我
に
難
儀
を
か
け
る
の
か
、
エ
ヽ
云
ふ 
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様
の
無
い
、
ア
ヽ
コ
ヽ
ナ
不
所
存
者
奴
が 

 
 

 
 

ト
刀
を
も
ぎ
取
る
。 

秋 
 

そ
れ
で
は
死
ぬ
に
も
死
な
れ
ま
せ
ぬ
か
。 

 

【
５
６
丁
裏
】 

 
 

 
 

ト
ワ
ッ
と
泣
き
伏
す
、 

国 
 

エ
ヽ
そ
れ
で
こ
そ
誠
の
心 

少
し
も
早
く
そ
れ 

 
 

 

五
郎
を 

秋 
 

ア
イ 

 
 

 
 

と
お
秋
五
郎
を
抱
き
寄
せ 

秋 
 

コ
レ
五
郎 

今
迠
の
私
の
罪
は
ど
う
ぞ
許
し 

 
 

 

て
た
も
い
の
う 

五 
 

オ
オ
、
お
母
さ
ま 

 
 

 
 

五
郎
も
縋
り
、
お
秋
も
抱
き 

 
 

 
 

苦
し
き
内
に
も
嬉
こ
び
に
泣
き
く
れ
る
。 

 
 

 
 

此
の
時
お
り
つ
医
者
を
連
れ
、
定
吉 

 
 

 
 

留
造
お
作
附
添
ひ
来
り 

医
者
は 

 

【
５
７
丁
】 

 
 

 
 

急
ぎ
五
郎
の
疵
を
見
る
。 

 
 

 
 

第
二
十
二[

マ
マ] 

楠
正
成
の
使
者
（
行
光
住
居 

内
、
広
間
） 

 
 

 
 

五
郎
を
中
心
に
、
右
馬
之
丞
、
行
光
、
国 

 
 

 
 

光
、
お
秋
、
新
太
郎
、
お
り
つ
居
並
び 

 
 

 
 

お
作
、
留
造
三
太
酌
を
な
し
、
五
郎 

 
 

 
 

が
全
快
祝
ひ
の
体 

右 
 

ア
レ
〳
〵
酩
酊
致
し
た
。
如
何
と
思
ひ
し
五
郎
の 

 
 

 

手
疵
も
全
快
致
し
て
祝
の
酒
宴
、
身
共
が 

 
 

 

望
み
も
相
叶
ひ
斯
様
に
嬉
し
い
事
は
無
い 

 
 

 

ぞ
へ
。 

五 
 

是
と
申
す
も
お
祖
父
さ
ま
や
皆
様
方
の
御 

 
 

 

丹
精
、
有
難
ふ
厶
り
ま
す
る
。 

 

【
５
７
丁
裏
】 

秋 
 

そ
れ
に
就
い
て
も
一
つ
の
御
願
ひ
、
今
日
か
ら
新
太 

 
 

 

郎
を
別
家
さ
せ
此
の
五
郎
に
当
家
の
跡
目
を 

 
 

 

取
ら
せ
て
下
さ
り
ま
せ
、 

国 
 

是
と
云
ふ
の
も
孝
の
德
、 

り
つ 

御
目
出
度
う
厶
り
ま
す
る 

 
 

 
 

ト
嬉
し
き
こ
な
し
。
此
の
時
定
吉
出
で 

 
 

 
 

来
り 
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定 
 

モ
シ
親
方 

今
玄
関
に
西
国
の
楠
家
の
使 

 
 

 

者
だ
と
云
ふ
て
親
方
と
五
郎
さ
ん
に
是
非
御 

 
 

 
目
に
か
ゝ
り
度
い
と
立
派
な
お
侍
の
様
な
お 

 
 

 
方
が
御
出
で
厶
り
ま
す
る
。 

行 
 

エ
ッ
楠
家
の
御
使
者
だ
と
、
御
丁
寧 

 

【
５
８
丁
】 

 
 

 

に
御
通
し
申
せ
、 

定 
 

承
知
し
や
し
た
。 

 
 

 
 

ト
定
吉
退
場
、 

右 
 

そ
れ
で
は
私
は
暫
く
次
へ
退
座
致
さ
う 

 
 

 

皆
も
参
る
が
よ
い
、 

 
 

 
 

ト
右
馬
之
丞
、
一
同
退
場
、 

 
 

 
 

五
郎
と
行
光
残
り
、
定
吉
の
案
内
し
た
楠 

 
 

 
 

家
の
臣
江
見
野
良
三
出
で
来
り
上
座 

 
 

 
 

へ
通
り 

定
吉
退
場 

行 
 

コ
レ
ハ
〳
〵
よ
う
こ
そ
御
越
し
下
さ
れ
ま
し
た
、 

 
 

 

私
が
当
家
の
主
、
藤
六
行
光
、
ま
た
是 

れ
に
居
り
ま
す
が
一
子
五
郎
に
厶
り
ま
す 

 

【
５
８
丁
裏
】 

 
 

 

お
見
知
り
置
か
れ
下
さ
り
ま
せ
う
。 

良
三 

御
叮
嚀
な
御
挨
拶
、
拙
者
は
楠
正
成
の 

 
 

 

家
臣
、
江
見
野
良
三
と
申
す
る
者
。 

 
 

 

実
は
此
度
び
御
主
君
に
は
当
家
の
子
息 

 
 

 

五
郎
殿
の
孝
心
深
き
を
聞
し
召
さ
れ
御 

 
 

 

公
達
正
行
公
が
其
の
孝
道
に
あ
や
か 

 
 

 

る
様
と
五
郎
殿
に
守
り
刀
を
打
た
せ
て 

 
 

 

呉
れ
よ
と
の
即
ち
使
命
、
此
の
儀
御 

承
知
下
さ
れ
度
し
。 

行 
 

此
の
身
に
余
る
御
諚
。
有
難
ふ
存
じ
ま 

す
る
が
未
だ
若
年
の
伜
、
何
卒
今
よ
り 

五
ヶ
年
の
御
猶
予
下
だ
し
置
か
れ
ま
せ
う
。 

 

【
５
９
丁
】 

良 
 

ム
ヽ
そ
り
や
五
ヶ
年
相
経
れ
ば
見
事
鍛
へ
て 

 
 

 

呉
れ
る
の
ぢ
や
な
、 

行 
 

御
詞
迠
も
厶
り
ま
せ
ぬ
、
此
の
命
抛
げ
出 

し
て
御
刀
を
仕
上
げ
さ
す
る
で
厶
り
ま
す
る
。 

良 
 

早
速
の
承
引
、
嘸
君
も
御
満
足
。
屹 
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度 

詞
を
傳
へ
申
す
ぞ 

 
 

 
 

第
廿
四 

五
郎
銘
刀
を
鍛
へ
上
る
。（
井
戸
端
と
仕
事
場
） 

 
 

 
 

此
の
間
五
ヶ
年
経
過 

 
 

 
 

行
光
宅 

勝
手
口 

元
の
井
戸
端 

 
 

 
 

爰
に
お
秋
水
を
浴
び
彼
方
に
向
ひ
合
掌 

 
 

 
 

し 

秋 
 

南
無
鎌
倉
八
幡
宮 

何
卒
五
郎
に
銘 

 

【
５
９
丁
裏
】 

 
 

 

刀
を
鍛
へ
さ
せ
下
さ
る
様 
願
望
成
就
な
さ
し
め 

 
 

 

給
へ
南
無
八
幡
大
菩
薩
々
々
々
々
々
々
々
。 

 
 

 
 

と
一
心
不
乱
に
祈
願
を
凝
ら
す
、 

 
 

 
 

行
光
、
鎌
倉
八
幡
宮
を
祭
り
居
る
、 

 
 

 
 

行
光
と
五
郎
（
当
時
十
八
才
）
紋
沙
の
狩 

 
 

 
 

衣
に
武
士
烏
帽
子
を
冠
り
一
心
に
刀 

 
 

 
 

を
鍛
へ
る
。 

行 
 

オ
ヽ
美
事
の
上
げ
鎚
、
そ
れ
湯
加
減 

 
 

 

せ
よ
。 

五 
 

ハ
ハ
ァ 

 
 

 
 

と
五
郎
刀
を
風
呂
に
入
れ
る
。 

 
 

 
 

湯
気
茫
々
と
立
曻
る
。 

 

【
６
０
丁
】 

 
 

 
 

五
郎
引
出
し
行
光
に
示
す
。 

 
 

 
 

行
光
じ
っ
と
眦
め
、 

行 
 

五
郎
で
か
し
た
。
適
れ
名
刀
打
ち
上
げ
得 

 
 

 

た
ぞ 

 
 

 
 

画
面
朦
朧
と
変
る 

 
 

 
 

元
の
井
戸
端 

お
秋
は
水
に
凍
へ
絶 

 
 

 
 

息
し
て
居
る
。 

 
 

 
 

行
光
、
五
郎
の
両
人
出
来
り
そ
れ
と
見 

 
 

 
 

て
愕
き
介
抱
な
し
。 

行 
 

コ
レ
お
秋
何
う
し
て
居
る 

確
か
り
し
ろ
〳
〵 

五 
 

母
上
様 

五
郎
で
厶
り
ま
す
る 

お
心
確
か
に 

 
 

 

お
持
ち
下
さ
れ
ま
せ
、 

 

【
６
０
丁
裏
】 

秋 
 

エ
ヽ
五
郎
、
行
光
殿
か 

行 
 

心
附
き
し
か
、
し
て
又
そ
な
た
は
何
故
に
か
ゝ
る 

 
 

 

水
行
致
し
て
居
る
の
ぢ
や
、 
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秋 
 

サ
ァ
是
も
皆
過
し
年
、
五
郎
に
受
け
た
恩 

返
し
適
れ
名
刀
打
た
す
為
め
、 

五 
 

ヱ
ヽ
ツ 

そ
り
や
私
の
為
め
に
母
上
様
、
有 

難
ふ
厶
り
ま
す
る
。 

秋 
 

し
て
御
刀
は
出
来
ま
し
た
か
、 

行 
 

エ
ヽ
、
そ
な
た
の
一
念
空
し
か
ら
ず
世
に
も 

 
 

 

稀
な
る
銘
刀
を
五
郎
が
鍛
へ
上
げ
た
る
ぞ 

 
 

 

よ
。 

五 
 

是
と
申
す
も
母
上
様
が
身
に
余
る
御
厚 

 

【
６
１
丁
】 

 
 

 

恩 

秋 
 

イ
ヱ
〳
〵
妾
の
手
柄
ぢ
や
厶
ん
せ
ぬ 

 
 

 

皆
八
幡
様
の
尊
い
御
利
益
、
思
へ
ば
嬉
し
や 

 
 

 

喜
ば
し
や
な
ァ 

 
 

 
 

お
秋
伏
し
拝
む
、 

 
 

 
 

五
郎
は
母
に
礼
を
述
ぶ
る 

 
 

 
 

第
二
十
五 

楠
家
へ
五
郎
伺
公
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
楠
正
成
舘
） 

 
 

 
 

爰
に
正
成
一
子
正
行
（
十
才
）
扣
へ
其
他
家 

 
 

 
 

臣
大
勢
居
並
ぶ
。 

 
 

 
 

折
か
ら
家
臣
江
見
野
良
三
は
五
郎
の 

 
 

 
 

鍛
へ
た
る
刀
を
三
宝
に
乘
せ
来
る 

 

【
６
１
丁
裏
】 

良 
 

ハ
ハ
ァ 

東
国
鎌
倉
ノ
住
人
、
行
光
が
一
子
五 

 
 

 

郎 

兼
ね
て
申
付
け
の
一
刀
持
参
致
し
て
厶
り
ま 

す
る
、 

正
成 

オ
ヽ
そ
れ
待
ち
兼
ね
し
ぞ 

予
が
楠
正
成
な 

 
 

 

る
ぞ
よ
、 

正
行 

又
私
は
嫡
男
正
行
。
よ
く
ぞ
持
参
し
て
呉 

れ
た
の
ふ
。 

行
光 

直
々
の
御
目
通
り
に
有
難
き
御
詞
、
恐 

 
 

 

れ
入
っ
て
厶
り
ま
す
る
。 

正
成 

そ
れ
な
る
一
刀
是
へ
持
て
、
許
す
、
近
ふ
、 

行
光 

其
れ
御
前
へ 

五
郎 

ハ
ハ
ァ
。 

 

【
６
２
丁
】 

 
 

 
 

と
一
刀
の
箱
を
持
ち
敬
々
し
く
立
寄
り 
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五
郎 

イ
ザ
御
披
見
下
さ
り
ま
せ
う 

正
成 

オ
ヽ 

 
 

 
 

ト
一
刀
を
抜
き 

正
成 
オ
ヽ
焼
刄
の
匂
ひ
水
や
滴
ら
ん
、
天
晴
れ
名 

 
 

 

剣
家
の
重
宝 

正
行 

天
晴
れ
五
郎
出
か
し
居
っ
た
な
。 

五
郎 

ハ
ハ
ァ 

恐
れ
入
っ
て
厶
り
ま
す
る
、 

 
 

 
 

ト
一
刀
を
拭
ひ
鞘
に
納
め
る
。 

正
成 

斯
る
奇
特
を
見
る
上
は
親
子
の
者
に
頼
み 

 
 

 

入
れ
た
き
一
義
あ
り
。 

 
 

 

此
度
関
白
九
條
殿
の
姫
君
夜
な
夜
な 

 

【
６
２
丁
裏
】 

 
 

 

物
の
怪
に
襲
れ
給
ひ
御
悩
み
烈[

ハ
ゲ]

し
き
折 

 
 

 

柄
一
子
正
行
〝
物
の
怪
〟
見
届
け
が
役
を 

 
 

 

承
る
。
其
方
そ
れ
な
る
名
剣
に
て
正
行 

に
力
を
添
へ 

退
治
な
し
て
は
呉
れ
ま
い
か
の 

行
光 

ハ
ハ
ァ
勿
体
無
き
其
の
御
諚
。
斯
る
仰 

 
 

 

を
蒙
る
上
は
一
命
か
け
て
も
此
の
御
役
目
勤 

 
 

 

め
さ
す
で
厶
り
ま
せ
う
。 

正
成 

オ
ヽ
能
く
ぞ
申
し
た
、
良
三
万
事
仕
度
を 

 
 

 

致
せ
よ
、 

良
三 

ハ
ハ
ァ 

 
 

 
 

と
平
伏
す 

 
 

 
 

第
廿
七 

庭
前
に
怪
し
き
女
性
（
九
條
殿
寝
所
） 

 

【
６
３
丁
】 

 
 

 
 

爰
に
姫
君
、
高
枕
釣
り
夜
具
に
凭
れ 

 
 

 
 

枕
頭
に
関
白
公
其
他
侍
女
大
勢
附
添 

 
 

 
 

ひ
正
面
は
一
面
の
御
簾
、
菊
燈
、
灯
し 

 
 

 
 

あ
る
。 

関
白 

コ
リ
ヤ
姫
よ
、
今
は
惱
み
も 

あ
ら
ざ
る
か
、 

姫 
 

ハ
イ
今
は
少
し
の
惱
み
さ
え 

 
 

 
 

と
云
ひ
か
け
る
。 

 
 

 
 

此
時
一
時
に
灯
消
え
、 

 
 

 

ア
レ
〳
〵
〳
〵
又
も
私
を
苦
し
め
る
は
何
物
の 

 
 

 

祟
ぞ
や
、
エ
ヽ
堪
え
難
や 

若
し
や
な
ァ 

 
 

 
 

ト
姫
〝
物
の
怪
〟
に
襲
は
れ
苦
し
み
悶 

え
る
、
関
白
気
遣
ひ
の
体
に
て 
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【
６
３
丁
裏
】 

関
白 

そ
れ
女
共 

庭
前
の
警
固
せ
よ
、 

侍
女 
ハ
ハ
ァ 

 
 

 
 

ト
官
女
一
同
屹
度
な
る
。 

 
 

 
 

 
画
面
一
転 

 
 

 
 

爰
に
一
陣
の
魔
風
起
り
暴
風
雨
来
り 

 
 

 
 

樹
木
狂
乱
す 

 
 

 
 

空
中
よ
り
怪
鳥
―
形
は
雉
に
似
た
る
大 

 
 

 
 

鳥
に
し
て
、
顔
狐
の
如
く
、
嘴
長
く
、 

 
 

 
 

尾
四
五
本
長
く
垂
れ
其
先
蛇
の
形
を
為 

 
 

 
 

す
―
砂
を
卷
い
て
忽
然
十
二
単
衣
を 

 
 

 
 

着
し
た
官
女
に
変
じ
御
簾
の
中
を
屹 

 
 

 
 

度
睨
む
。 

 

【
６
４
丁
】 

 
 

 
 

口
は
耳
迠
裂
け 

形
想
物
凄
く
、
絵
扇 

 
 

 
 

を
翳
し
階
段
に
足
を
か
け
御
簾
の
中 

 
 

 
 

へ
入
ら
ん
と
す
る
時
左
右
よ
り
侍
女
大
勢 

 
 

 
 

薙
刀
を
持
っ
て
走
り
出
ず 

侍
女 

ソ
レ
曲
者 

推
参
な
る
ぞ 

怪 
 

何
を
、 

 
 

 
 

ト
侍
女
と
怪
女
の
激
し
い
打
ち
合
ひ 

 
 

 
 

侍
女
散
々
に
惱
ま
さ
れ
る
。 

 
 

 
 

此
の
時
正
行
身
拵
へ
凛
々
し
く
走
り
出
で 

正
行 

ヤ
ア 

怪
し
き
女
性
奴 

楠
正
成
が
一
子
正
行
、 

 
 

 

イ
デ
ヤ
正
体
現
は
し
呉
れ
ん
。 

怪 
 

小
癪
な
事
を 

 

【
６
４
丁
裏
】 

 
 

 
 

ト
正
行
は
刀
、
怪
女
は
絵
扇
に
て
相
方 

 
 

 
 

必
死
の
斬
り
合
ひ
、 

 
 

 
 

遂
に
怪
女
正
行
の
襟
を
つ
か
み
元
の
怪
鳥 

 
 

 
 

に
姿
を
変
じ
空
中
高
く
舞
ひ
上
る 

五
郎 

オ
ヽ
御
公
達
が
御
身
の
危
難
、
己
れ
怪
物 

 
 

 

観
念
せ
よ
、 

 
 

 
 

と
五
郎
半
弓
を
引
絞
る
、 

 
 

 
 

第
廿
八 

銘
刀
の
威
徳
怪
鳥
を
退
治
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
空
中
と
山
中
） 

 
 

 
 

爰
に
怪
鳥
再
び
女
房
と
な
り
黒
雲
を 

 
 

 
 

呼
び
正
行
を
つ
か
み
し
侭 

何
処
へ
か
去
ら 
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ん
と
す 

 
【
６
５
丁
】 

 
 

 
 

其
処
へ
一
矢
怪
鳥
の
こ
め
か
み
に
命 

中
し
ア
ッ
と
手
を
放
し
正
行
地
上
に 

落
下
す
、 

怪
鳥
狂
乱
し
て
飛
び
去
る
、 

 

画
面
一
変 

物
凄
き
山
中
の
体 

正
行
空
中
よ
り
落
下
五
郎
走
り 

来
り 

五
郎 

オ
ヽ
若
君
様
、
御
息
災
に
て
お
は
せ
し
か
、 

正
行 

オ
ヽ
五
郎
か 

そ
な
た
の
助
太
刀
過
分
な
る
ぞ
よ
、 

五
郎 

イ
デ
此
上
は
銘
刀
を
示
し
て
退
治
し
て
呉
れ
ん 

 
 

 
 

ト
五
郎
屹
度
空
を
見
上
げ
一
刀
を
抜 

 

【
６
５
丁
裏
】 

 
 

 
 

き
放
ち
差
し
付
け
る
、 

 
 

 
 

是
れ
に
て
空
中
よ
り
怪
女
苦
し
み
舞
ひ
下 

 
 

 
 

り 

怪 
 

ウ
ー
ム
偖
は
刀
の
威
徳
に
て
、
我
が
妖
術
も
叶 

は
ぬ
か
、
思
へ
ば
無
念
口
惜
し
や
な
、 

正
行 

一
刀
の
下
に
仕
留
め
呉
れ
ん
、 

五
郎 

叶
は
ぬ
処
と
観
念
せ
よ
、 

怪 
 

何
を
、 

 
 

 
 

ト
是
れ
に
て
双
方
烈
し
き
爭
鬪
、
怪
女
刀
の 

 
 

 
 

威
に
恐
れ
充
分
に
働
き
得
ぬ
こ
な
し 

 
 

 
 

五
郎
の
一
刀
に
眉
間
を
斬
ら
れ
正
行
此 

 
 

 
 

の
隙
に
脇
腹
を
え
ぐ
る
。 

 

【
６
６
丁
】 

 
 

 
 

怪
女
正
体
を
現
は
し
絶
命
す 

 
 

 
 

関
白
牛
に
跨
り
侍
女
大
勢
を
連
れ
出
で 

 
 

 
 

来
り 

正
成 

オ
ヽ
天
晴
れ
五
郎 

能
く
ぞ
怪
鳥
仕
留 

 
 

 

め
得
た
ぞ 

関
白 

其
方
の
働
ら
き
に
て
姫
の
惱
み
も
平
癒
せ 

 
 

 

り
。
其
の
功
に
よ
り
て
今
日
よ
り
禁
理[

裏] 
 

 
 

御
番
殿
存[

鍛
冶]

に
召
し
出
し
、
名
も
五
郎 

 
 

 

宝
隆
正
宗
と
名
乘
り
長
ら
く
忠
勤 
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尽
く
す
が
好
い
ぞ 

五
郎 

ハ
ヽ
ア
有
難
ふ
存
じ
ま
す
る
、 

正
成 
是
れ
も
偏
に
孝
道
の
鍛
へ
上
げ
た
る
刀 

 

【
６
６
丁
裏
】 

 
 

 

の
威
徳
、 

関
白 

実[

ゲ]

に
孝
行
は
国
家
の
礎
ぢ
や
喃 

 
 

 
 

ト
賞
す 

 
 

 
 

一
同
平
伏
す 

 
 

 
 

時
に
鶏
鳴
曉
を
告
る
、 

 
 

 
 

 
 

 

映
画
了 

 

【
６
７
丁
】 

[

白
紙] 

 

【
６
７
丁
裏
】 

 
[

白
紙] 

 

【
裏
表
紙
】 

   
 


